
■大刀洗町のホームページは、http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/
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広
報
12
月
〜
２
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
再
度
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

平
成
16
年
度
よ
り
下
水
道
が
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
土
地
の
所
有

者
の
方
に
は
、
平
成
19
年
３
月
31

日
を
期
限
と
し
て
、
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
（
一
般
住
宅
で
は

10
万
円
）
の
納
付
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、同
じ
く
平
成

19
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
排
水
設

備（
宅
内
）工
事
が
完
了
し
て
い
る

方
に
は
、
同
額
の
助
成
金
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
助
成
金
は
、

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て

３
年
間
が
交
付
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。
３
年
間
を
超
え
た
場
合
、

助
成
金
の
対
象
か
ら
は
ず
れ
、
助
成

金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

宅
内
工
事
を
検
討
中
の
方
で
、

ま
だ
指
定
工
事
店
に
依
頼
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
早
め
の
依
頼
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
19
年
３
月
31
日
ま

で
に
宅
内
の
下
水
道
工
事
が
完
了

し
て
い
な
い
場
合
は
、
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
頂
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
地
区
は
、
概
ね
、
大
堰
校

区
の
小
石
原
川
の
西
側
と
、
本

郷
・
大
刀
洗
校
区
の
大
分
自
動
車
道

の
南
側
（
高
樋
７
区
を
除
く
）
及
び

菊
池
校
区
山
隈
の
一
部
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
下
図
参
照
）

一
般
世
帯
の
下
水
道
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
一
月
あ
た
り
世
帯
割

１，

５
０
０
円
と
世
帯
人
員
割
６

０
０
円
／
人
の
合
計
と
消
費
税
を

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

世
帯
人
員
数
の
確
認
は
住
民
票

に
よ
っ
て
行
い
ま
す
が
、
長
期
入

院
・
施
設
入
所
・
学
生
・
単
身
赴
任

な
ど
で
、
転
出
・
転
居
届
を
し
な
い

で
一
時
的
に
居
住
し
て
い
な
い
方
が

あ
る
場
合
に
は
「
世
帯
人
員
変
更
届

出
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
提
出
日
分
よ
り
料
金
の
変
更
が

出
来
ま
す
（
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る

書
面
等
の
添
付
が
必
要
で
す
）。

な
お
、
転
入
・
転
居
届
を
し
な

い
で
一
時
的
に
居
住
し
て
い
る
方

が
あ
る
場
合
は
必
ず
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
（
証
明
書
類
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
届
出
内
容
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
お
届

け
下
さ
い
。

平
成
19
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

口
座
振
替
に
て
引
き
落
と
し
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
下
水
道
使
用
料
の

口
座
振
替
済
通
知
書
を
４
月
中
旬

に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

例
年
は
年
１
回
の
送
付
で
す
が
、

４
月
か
ら
新
し
い
電
算
シ
ス
テ
ム

へ
切
替
と
な
る
た
め
、
３
ヵ
月
分

に
つ
い
て
は
旧
シ
ス
テ
ム
に
て
出

力
し
て
送
付
い
た
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
何
卒
ご
了
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
刀
洗
町
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
の
申
請
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

申
請
書
類
は
、
役
場
下
水
道
課

で
配
付
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間

３
月
１
日(

木)

〜

３
月
14
日(

水)

手
数
料

５
千
円

工
事
店
名

日
栄
工
業
㈱

停
止
期
間

３
月
１
日(

木)

〜

５
月
31
日(

木)

下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
一
時
停
止

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

の
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ

口
座
振
替
済
通
知
書
を

送
付
い
た
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
に
係
る

世
帯
人
員
変
更
届
出
書
の

お
知
ら
せ

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

（
平
成
16
年
度
賦
課
）

及
び
助
成
金
の
お
知
ら
せ

凡例 

H19. 3月末 
H19.10月末 

H21. 3月末 

助成金交付期限 

H20. 3月末 
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一
度
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
と
、
納
付
に
行
く
手
間
が
は

ぶ
け
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
制
度

口
座
振
替
制
度
と
は
、
町
税
を
ご
指
定
の
金
融
機
関
の

預
・
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
町
に
納
付
す
る
制
度
で
す
。

口
座
振
替
が
で
き
る
町
税
等

・
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
・
固
定
資
産
税

・
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
・
軽
自
動
車
税

※
上
・
下
水
道
使
用
料
、
保
育
料
、
町
営
住
宅
使
用
料
も

口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

町
税
の
納
税
通
知
書
、
預
・
貯
金
通
帳
、
通
帳
の
届
出

印
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
・
支
所
の
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書
（
口
座
振
替
依
頼
書
）
は
、
税
務

課
・
支
所
の
ほ
か
に
町
内
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
に
も
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

申
込
の
注
意
点

お
申
し
込
み
を
受
付
し
た
月
の
翌
月
か
ら
振
替
開
始
と

な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
納
付
書
払
い
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

徴
収
係
（
内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

軽自動車、バイク、コンバイン、トラクターなどを廃棄または売却・譲渡した場合、廃車届・名義変更届をする

必要があります。

軽自動車税は、毎年４月１日現在の登録者に課税されますので、変更等があれば早めに手続きをしてください。
なお、軽自動車税の納期は５月１日から５月31日です。

平成19年度土地価格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧・固定資産課税台帳の閲覧が下表のとおりできます。

問合せ先 資産税係（内線１１８・１１９）

縦覧制度 閲覧制度 

範囲 
 
期間 
 
場所 
 
 
 

利用できる人 
 
 
 

手数料 

本人の資産に関わる分のほか、他の資産の評 
価額との比較が可能 

４月１日～５月１日（土・日曜日、祝日を除く） 
午前８時30分から午後５時まで 

大刀洗町役場　税務課 
・大刀洗町に固定資産税を納税している人 
・納税義務者と同居の親族 
・納税管理人（納税通知書兼課税明細書、又は 
　運転免許証など本人と確認できるものをお 
　持ちください） 
 
 
無料 

本人の資産に関わる分 
 

４月１日～翌年３月31日 
午前８時30分から午後５時まで（土・日曜日、祝祭日を除く） 

大刀洗町役場　税務課 
・大刀洗町に固定資産税を納税している人 
・納税義務者と同居の親族 
・納税管理人（納税通知書兼課税明細書、又は運転免許証 
　など本人と確認できるものをお持ちください） 
・賃借権・使用収益権・固定資産の処分をする権利を有す 
　る人（ご本人と確認できるもののほか、権利を証明でき 
　る書類をお持ちください） 
縦覧期間中（４月１日～５月１日）は無料。期間以外は有料 

町
税
等
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

固定資産の縦覧及び閲覧について

軽自動車等の廃車や名義変更はお早めに！
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投
票
で
き
る
人

・
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
人
（
昭
和

62
年
４
月
９
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
）

・
大
刀
洗
町
に
転
入
の
届
出
を
し
た

日
か
ら
引
き
続
き
３
ヵ
月
以
上
大

刀
洗
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
人

※
大
刀
洗
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
が
、
引
き
続
き
福
岡

県
内
の
他
の
市
町
村
に
一
回
だ
け

住
所
を
移
し
、
新
住
所
地
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合

で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
転
出
先
の
市
区
町
村
長

の
証
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

投
票
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

投
票
会
場

第
１
投
票
所

大
堰
交
流
セ
ン
タ
ー

第
２
投
票
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

第
３
投
票
所

南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

第
４
投
票
所

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

仕
事
、
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
の
用

事
に
よ
り
、投
票
日(

４
月
８
日)

に
投

票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

次
の
要
領
で
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

期
間

①
福
岡
県
知
事
選
挙

３
月
23
日(

金)

〜
４
月
７
日(

土)

②
福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

３
月
31
日(

土)

〜
４
月
７
日(

土)

※
３
月
31
日
以
降
は
、
両
方
の
期
日

前
投
票
・
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

会
場

ぬ
く
も
り
の
館
大
刀
洗

Ａ
・
Ｂ
会
議
室

必
要
な
も
の

投
票
所
入
場
券
（
未
着

の
場
合
は
本
人
で
あ
る
こ
と
が
証

明
で
き
る
も
の
）

※
病
院
や
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る

人
は
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
施
設
に
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

※
出
張
や
学
業
等
で
他
市
区
町
村
に

滞
在
中
の
人
は
、
そ
の
滞
在
地
で

不
在
者
投
票
が
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
不
在
者
投
票
は
、
投
票

に
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
早
く
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

大
刀
洗
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
総
務
課
　
内
線
１
０
５
）

保
険
証
の
有
効
期
限
は
３
月
31

日(

土)

ま
で
で
す
。
保
険
証
は
現
在

の
「
か
き
色
」
か
ら
「
桃
色
」
に

替
わ
り
ま
す
。
保
険
証
の
切
替
え

は
次
の
方
法
で
行
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
国
民
健
康
保
険

証
は
、
３
月
末
ま
で
に
直
接
皆
さ

ん
の
家
に
郵
送
（
配
達
記
録
）
し

ま
す
。
現
在
使
用
中
の
保
険
証

（
か
き
色
）
は
４
月
１
日
以
降
に
廃

棄
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
部
の
被
保
険
者
に
つ

き
ま
し
て
は
、
役
場
に
来
て
い
た

だ
き
直
接
交
付
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
は
住
所
地
の
市

町
村
で
加
入
す
る
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
子
供
が
修
学
の
た
め
親

元
を
離
れ
転
出
さ
れ
る
場
合
、
引

き
続
き
親
元
の
住
所
地
で
保
険
証

を
作
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。
在
学

の
確
認
を
す
る
た
め
、
毎
年
手
続

き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
卒
業
・
退
学
し
た
場
合

は
、
親
元
の
国
保
に
は
加
入
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出

し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
新
し
い
国
民
健
康
保
険
証(

桃
色)

・
平
成
19
年
度
の
在
学
証
明
書
か

学
生
証
の
写
し

・
現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険

証(

か
き
色)

・
印
鑑

住
所
が
本
町
に
あ
り
、
出
稼

ぎ
・
長
期
旅
行
等
に
よ
り
住
所
地

を
離
れ
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
証
を
家
族
と
分
け
て
交
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
新
し
い
国
民
健
康
保
険
証(

桃
色)

・
現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険

証(

か
き
色)

・
印
鑑

平
成
19
年
度
の
国
民
健
康
保
険

証
か
ら
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
を

設
け
ま
し
た
。
臓
器
提
供
に
つ
い
て

家
族
で
よ
く
話
し
合
っ
て
、
ご
自

分
の
気
持
ち
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

保
険
税
を
長
期
に
滞
納
さ
れ
て

い
る
方
は
、
保
険
証
に
替
え
て

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格
証

明
書
」
の
交
付
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
保
険
証
と
違
い
医
療

の
受
診
券
と
な
り
ま
せ
ん
。
医
療

機
関
で
は
、
こ
の
「
資
格
証
明
書
」

を
提
示
し
て
診
療
を
受
け
、
医
療

費
10
割
を
支
払
い
ま
す
。
そ
の
後

に
、
住
民
課
窓
口
で
医
療
費
に
係

る
保
険
給
付
分
の
請
求
を
行
い
、

約
２
〜
３
ヶ
月
後
に
７
割
相
当
の

医
療
費
に
係
る
保
険
給
付
分
の
支

払
を
受
け
ま
す
。

保
険
税
の
未
納
の
方
に
は
、
別

途
通
知
し
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

住
民
課
国
保
医
療
係

（
内
線
１
２
４
・
１
２
５
）

※
医
療
機
関
等
で
受
診
さ
れ
る
際

は
、
必
ず
「
保
険
証
」
ま
た
は

「
資
格
証
明
書
」
の
提
示
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
提
示
せ
ず
受
診
し

て
、
10
割
医
療
費
を
支
払
わ
れ
て

も
、
緊
急
な
場
合
等
を
除
い
て
払

い
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
切
替
え
方
法

学
生
特
例
の
保
険
証
の

申
請
・
切
替
え
方
法

遠
隔
地
保
険
証
の
申
請
・

切
替
え
の
方
法

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
を

新
設

国
保
税
の
未
納
の
方
へ

福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

（
小
郡
市
・
三
井
郡
選
挙
区
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時

３
月
14
日（
水
）午
後
１
時
30
分

会
場

小
郡
市
役
所
北
別
館
２
階

大
会
議
室

問
合
せ
先

小
郡
市
選
挙
管
理
委
員
会

℡
７
２
・
２
１
１
１
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テレドームの導入により、話中で通
じない状況が改善され、的確な情報を
速やかに伝達できるようになります。
ただし、PHSやプリペイド式携帯電
話、一部のIP電話は利用できません。
※「119番」は災害時の緊急電話です。
お問い合わせは、ご遠慮ください。

『災害情報メール配信サービス』利用者募集

登録開始日 平成19年３月20日（火）
利用開始日 平成19年４月 1日（日）
※登録受付用アドレス
ＰＣ http://www.fire-city.kurume.fukuoka.jp/fire/saigai/pb/pb.html

携帯 http://www.fire-city.kurume.fukuoka.jp/fire/saigai/pb/mobile/pb.html

災害情報を24時間配信します

※災害情報ホームページ
ＰＣ http://www.fire-city.kurume.fukuoka.jp/fire/kasai/saigaipc.html

携帯 http://www.fire-city.kurume.fukuoka.jp/fire/kasai/saigai.html

久留米市消防本部と通信指令システムを共同で運用します。

１１９番通報はこれまで三井消防署で受信していましたが、指令システムの共同運用により、４月１日から小郡
市・大刀洗町・久留米市（北野町）内の通報は、すべて久留米市消防本部で受信され、最寄りの三井消防署や三
井・三国出張所から出動することになります。
なお、利用範囲は、県南広域消防組合管内の小郡市、うきは市、大刀洗町、大木町、久留米市（北野町、田主丸
町、三潴町、城島町を含む）の範囲です。まずは事故・災害が発生している「大刀洗町」を連絡してください。

問合せ先
久留米市消防本部　情報指令課
Ｅメール
info119@fire-city.kurume.fukuoka.jp

電話 ３８・５１５１
FAX ３２・４６０３

携帯電話によるメール１１９番
緊急通報をはじめました

耳や言葉の障害で会話による119番通

報が困難な方のために、ファクス通報

に加え、新たに携帯電話・パソコン

のメールを利用した「メール119番」

の運用を開始します。

利用については、事前の届出が必要

です。

届出先：小郡市役所福祉課社会福祉係
大刀洗町役場健康福祉課

三井消防署

※届出書にあっては上記場所にあります。

受付開始日 平成19年３月20日（火）

利用開始日 平成19年４月 1日（日）

Ｐ Ｃ
QRコード

携 帯
QRコード

Ｐ Ｃ
QRコード

携 帯
QRコード

火災や休日在宅医の
問い合わせ先が変わります。
テレドームサービス

（災害状況自動案内装置）
「０１８０・９９９・７８９」

火災発生情報を住民のみなさまにメールでお知らせする
システムです。登録はメールでお願いします。
１　下記のアドレスを入力またはQRコードを利用し、

登録メニュー画面にアクセスする
２　仮登録完了の返信メールが届く
３　添付された登録用アドレスにアクセスする
４　規約に同意し、登録画面に進む
５　希望する地域等の配信情報をチェックする
６　登録完了メールが届く（登録終了）

火災情報などを消防本部ホームページでリアルタイムに2４
時間配信します。
パソコン・携帯電話どちらからもアクセスできます。
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わ
た
し
た
ち
が
捨
て
る
ご
み
の

中
に
は
、
資
源
と
し
て
活
用
で
き

る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

余
分
な
も
の
を
取
り
除
い
て
、

し
っ
か
り
分
別
し
て
か
ら
出
せ

ば
、
ご
み
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と

分
別
す
る
だ
け
で
も
、
立
派
な

「
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
」
な
の
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
出
し
方
が
、

昨
年
４
月
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
緑
文
字
の
ご
み
袋
は
「
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
に
変
わ

り
ま
し
た
。

マ
ー
ク
の
あ
る

も
の
だ
け
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

マ
ー
ク
の
な
い
も
の
や
、
汚

れ
て
い
る
も
の
は
「
燃
え
る
ご
み
」

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
紙
も
　
　
マ
ー
ク
が
あ

る
も
の
は
、
紙
製
容
器
包
装
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
の
で
、

「
紙
類
・
古
布
の
分
別
回
収
」
に
、

分
別
し
、
し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
小
さ
い
も
の
は
透
明
の
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ー
ク
の
あ
る
紙
パ
ッ
ク

（
牛
乳
パ
ッ
ク
等
）
と
は
、
分
け

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

生
活
環
境
課

（
内
線
２
１
１
・
２
１
２
）
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春
の
よ
う
な
天
気
に
恵
ま
れ
た
２
月
11

日
（
祝
）
９
９
３
名
の
健
脚
自
慢
が
大
刀

洗
町
役
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
で

あ
る
周
辺
道
路
に
、
ス
タ
ー
ト
の
ピ
ス
ト

ル
の
合
図
で
勢
い
よ
く
駆
け
だ
し
て
い
き

ま
し
た
。
保
護
者
や
指
導
者
の
方
の
声
援

を
背
に
う
け
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
き
な

が
ら
全
員
完
走
し
ま
し
た
。

近
隣
市
町
村
は
も
ち
ろ
ん
、
福
岡
市
、

北
九
州
市
、
遠
く
は
佐
賀
県
山
内
町
な
ど

か
ら
多
数
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

恒
例
の
７
団
体
交
流
会
の
ブ
タ
汁
と
お

に
ぎ
り
の
サ
ー
ビ
ス
に
、
選
手
や
応
援
の

方
々
は
舌
鼓
を
う
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
体

育
協
会
や
交
通
安
全
協
会
の
皆
様
、
早
朝

よ
り
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
道
路
通
行

で
は
誘
導
員
の
指
示
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大会結果（敬称略）
参加者数　９９３名

２㎞低学年の部スタート

やってくれます北鵜木青壮年部大刀洗中学校も大勢参加しました

大好評の豚汁、さあどうぞ ２歳児もがんばりました

◆2km低学年男子の部（小3～4年）

1位　中尾　駿輔　（立石ランナーズ）

2位　寺島　かける（安武走友クラブ）

3位　相京　頼輝　（安武走友クラブ）

◆2km男子の部（小学5年～6年）

1位　松本　尚徒　（立石ランナーズ）

2位　能塚　俊一　（立石ランナーズ）

3位　中尾　大輔　（立石ランナーズ）

◆2km男子の部（中学生以上）

1位　篠原　義明　（篠原ＲＣ）

2位　萩野　大地　（牟田山中学校）

3位　橋本　和弥　（牟田山中学校）

やった！優勝だ（５㎞の部）

◆2km低学年女子の部（小3～4年）

1位　園田　夏菜　（安武走友クラブ）

2位　馬場　早弥奈（芦屋ＪＣ）

3位　野田　千裕　（立石ランナーズ）

◆2km女子の部（小学5年～6年）

1位　福田　結女　（立石ランナーズ）

2位　柴田　麻理伊（柴田アスリートクラブ）

3位　高木　万未　（安武走友クラブ）

◆2km女子の部（中学生以上）

1位　國行　梨沙　（本城陸上クラブ）

2位　下田　美由紀（本城陸上クラブ）

3位　園田　彩奈　（金丸アスリートクラブ）

◆3km男子の部

1位　山下　健太　（大原中学校）

2位　岡部　貴洋　（夜須中学校）

3位　中村　一智　（夜須中学校）

◆5km男子の部

1位　宮本　剛志　（朝倉高校陸上部）

2位　越尾　幸徳　（聖母園）

3位　中尾　孝昭　（TEAM=Fun-Run）

◆3km女子の部

1位　森山　綾　　（筑邦西中学校）

2位　松元　美咲希（筑邦西中学校）

3位　江藤　智咲　（南陵中学校）

◆5km女子の部

1位　馬場　香菜子（本城陸上クラブ）

2位　甲斐　有里　（本城陸上クラブ）

3位　荒巻　千草　（筑邦西中学校）



行
政
改
革
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

町
民
の
代
表
で
構
成
す
る
行
政

改
革
推
進
委
員
会
を
、
２
月
５

日(

月)

と
２
月
17
日(

土)
に
開
催

し
ま
し
た
。

次
表
の
10
名
の
委
員
に
辞
令

交
付
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
長
及
び
副
会
長

の
選
任
を
行
い
、
会
長
に
は
林

安
重
委
員
、
副
会
長
に
中
村
義

幸
委
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

辞
令
の
交
付

本
町
は
、
健
全
財
政
と
簡
素

で
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
実
現
の
た
め
に
、
平

成
18
年
３
月
に
「
大
刀
洗
町
行

政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

こ
の
大
綱
に
示
し
た
改
革
の

３
本
柱
で
あ
る
、「
効
果
的
な
行

政
運
営
」、「
地
域
・
住
民
と
の

協
働
」、「
財
政
の
健
全
化
」
の

進
捗
状
況
を
委
員
会
に
報
告
し

ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
及
び
職
員
を

よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
活

用
す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
整

理
合
理
化
な
ど
を
行
い
、
そ
の

効
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

事
務
事
業
の
継
続
的
な
改

善税
の
前
納
報
奨
金
、
敬
老

祝
金
の
配
付
な
ど
の
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成

17
年
度
か
ら
19
年
度
ま
で
の

３
年
間
で
累
計
約
５，

９
０

０
万
円
の
財
政
効
果
が
あ
り

ま
し
た
。

(ア) ア
　
事
務
事
業
の
見
直
し

�
効
果
的
な
行
政
運
営

進
捗
状
況

行
政
改
革
大
綱

行
政
評
価
の
検
討

政
策
や
事
業
等
を
一
定
の

基
準
で
評
価
す
る
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
の
調
査
・
研
究
を

実
施
。

事
務
の
迅
速
化
の
促
進

業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や

決
裁
権
限
の
拡
大
の
検
討
を

実
施
。

民
間
活
力
の
導
入
の
検
討

行
政
の
責
任
を
明
確
に
し

た
中
で
、
民
間
委
託
等
の
検

討
。学

校
給
食
の
民
間
委
託
の

検
討

給
食
の
質
の
向
上
と
経
費

の
抑
制
を
図
る
た
め
、
民
間

委
託
の
調
査
研
究
を
実
施
。

町
立
保
育
所
の
民
営
化
の

検
討

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
と
経
費
の
抑
制
を
図
る

た
め
、
民
営
化
の
調
査
研
究

を
実
施
。

町
立
診
療
所
の
民
営
化
の

検
討

診
療
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
と
経
費
の
抑
制
を
図
る

た
め
、
民
営
化
の
調
査
研
究

を
実
施
。

(エ) (ウ) (イ) (ア) イ
　
民
間
委
託
等
の
推
進

(ウ) (イ)

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
、

機
構
の
再
編

財
源
の
減
少
に
伴
い
、
課

及
び
係
の
統
廃
合
の
検
討
を

実
施
。

窓
口
業
務
の
改
善

で
き
る
限
り
ひ
と
つ
の
窓

口
で
手
続
き
が
で
き
る
窓
口

業
務
改
善
の
検
討
を
実
施
。

窓
口
証
明
等
の
業
務
延
長

の
検
討

・
住
民
課
の
窓
口
業
務
を
、

昨
年
４
月
か
ら
毎
週
木
曜

日
に
午
後
７
時
ま
で
業
務

時
間
を
延
長
し
、
12
月
ま

で
に
56
人
が
来
庁
。

・
図
書
館
を
、
昨
年
７
月
か

ら
12
月
ま
で
の
半
年
間
、

第
２
、
４
木
曜
日
に
午
後

７
時
ま
で
開
館
時
間
の
延

長
を
試
行
し
、
32
人
が
来

館
。

入
札
・
契
約
業
務
の
一
元

化入
札
・
契
約
業
務
の
一
元

化
の
検
討
を
実
施
。

グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
検
討

大
刀
洗
支
所
の
廃
止
の
検

討

(カ) (オ) (エ) (ウ) (イ) (ア) ウ
　
組
織
・
機
構
の
再
編
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行
政
改
革
進
捗
状
況
を

行
政
改
革
推
進
委
員
会
へ
報
告

平
成
19
年
２
月
５
日
・
２
月
17
日
開
催

会
　
長 

副
会
長 

委
　
員 

　
〃 

　
〃 

　
〃 

　
〃 

　
〃 

　
〃 

　
〃 

　
氏
　
名 

林
　
　
安
重 

中
村
　
義
幸 

中
島
　
恒
樹 

平
田
　
一
成 

高
松
　
太
助 

中
原
　
健
二 

鷹
枝
　
　
學 

中
原
　
光
昭 

花
等
　
順
子 

森
山
　
　
梢 

　
団
体
名 

識
見
を
有
す
る
者 

識
見
を
有
す
る
者 

議
会
議
員
代
表 

議
会
議
員
代
表 

区
長
会
代
表 

教
育
委
員
代
表 

民
生
委
員
代
表 

商
工
会
代
表 

女
性
代
表 

識
見
を
有
す
る
者 

行
政
改
革
推
進
委
員
会
名
簿 

中村副会長（左）と 林会長（右）



業
務
委
託
を
含
め
支
所
廃

止
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
実

施
。児

童
数
推
移
の
調
査

幼
児
数
の
調
査
を
実
施
し
、

特
に
大
堰
小
学
校
校
区
で
少

子
化
が
進
み
、
１
歳
児
か
ら

５
歳
児
す
べ
て
が
20
人
未
満

と
な
り
、
１
歳
児
で
は
６
人

で
し
た
。

定
員
管
理
の
適
正
化

財
源
の
減
少
に
伴
い
職
員

数
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
か
ら
18
年
度

ま
で
の
３
年
間
に
７
名
の
職

員
が
退
職
し
、
採
用
は
１
名

の
み
と
し
６
名
削
減
と
な
り
、

平
成
17
年
度
か
ら
19
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
累
計
約
４，

９
０
０
万
円
の
財
政
効
果
。

定
数
外
職
員
の
活
用

正
規
職
員
の
削
減
に
よ
る

補
充
に
つ
い
て
は
、
嘱
託
職

員
や
臨
時
職
員
を
活
用
。

ま
た
、
嘱
託
職
員
や
臨
時

職
員
の
雇
用
形
態
の
見
直
し

も
実
施
。

給
与
の
適
正
化

人
事
院
勧
告
等
を
考
慮
し

給
与
制
度
の
見
直
し
を
実
施

(ア) オ
　
給
与
の
適
正
化

(イ) (ア) エ
　
定
員
管
理
の
適
正
化

(キ)

し
、
17
、
18
年
度
の
２
年
間

で
約
１，

８
０
０
万
円
の
削

減
。人

事
考
課
制
度
の
検
討

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
。

時
間
外
手
当
の
削
減

時
差
出
勤
や
命
令
時
間
の

見
直
し
を
行
い
、
17
、
18
年

度
の
２
年
間
で
約
７
０
０
万

円
の
削
減
。

報
酬
・
賃
金
等
の
適
正
化

・
町
長
、
助
役
、
教
育
長
は

17
年
度
に
給
与
を
７
％
減

額
し
、
調
整
手
当
（
３
％
）

を
廃
止
し
、
さ
ら
に
は
18

年
度
か
ら
２
年
間
給
与
を
、

町
長
５
％
、
助
役
３
％
、

教
育
長
２
％
を
減
額
し
、

ま
た
、
収
入
役
は
17
年
度

か
ら
廃
止
し
た
こ
と
に
よ

り
、
17
、
18
年
度
の
２
年

間
で
約
２，

９
０
０
万
円

の
削
減
。

・
議
会
議
員
の
報
酬
は
、
17

年
度
に
７
％
減
額
し
、
さ

ら
に
18
年
度
か
ら
２
年
間

２
％
を
減
額
、
費
用
弁
償

を
４
時
間
以
内
は
１，

５

０
０
円
に
減
額
し
、
17
、

18
年
度
の
２
年
間
で
約
１，

２
０
０
万
円
の
削
減
。

・
行
政
委
員
会
や
そ
の
他
非

(エ) (ウ) (イ)

常
勤
特
別
職
の
年
額
や
月

額
の
報
酬
は
、
17
年
度
に

５
％
減
額
し
、
さ
ら
に
18

年
度
に
２
％
減
額
（
消
防

団
関
係
を
除
く
）
し
、
日

額
報
酬
は
４
時
間
以
内
は

３，

０
０
０
円
に
減
額
。

・
臨
時
職
員
の
賃
金
を
６，

０
０
０
円
に
統
一
（
保
育

士
を
除
く
）。

議
員
定
数
の
検
討

議
会
の
調
査
特
別
委
員
会

で
検
討
さ
れ
、
定
数
が
２
名

削
減
さ
れ
、
次
回
選
挙
か
ら

12
名
の
定
数
に
決
定
。

農
業
委
員
会
定
数
の
見
直

し
・
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

は
、
２
名
減
じ
11
名
の
定

数
に
決
定
。

・
選
任
に
よ
る
委
員
の
定
数

を
２
名
減
じ
２
名
以
内
に

決
定
。

審
議
会
、
委
員
会
等
定
数

の
見
直
し

定
数
の
削
減
や
、
委
員
会

の
廃
止
の
検
討
を
実
施
。

庁
内
ラ
ン
及
び
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ

Ｎ
の
充
実

役
場
庁
舎
内
や
地
方
自
治

(ア) キ
　
電
子
自
治
体
の
推
進

(ウ) (イ) (ア) カ
　
議
会
議
員
定
数
等
の
検
討

体
の
組
織
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
情
報
の
高
度

利
用
の
促
進
を
検
討
。

地
域
産
業
、
経
済
の
情
報

化
の
推
進

地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
を
検
討
。

人
材
育
成
計
画
の
策
定

人
材
育
成
計
画
の
策
定
を

検
討
。

計
画
に
基
づ
い
た
職
員
の

育
成

職
員
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
独

自
研
究
の
支
援

職
場
環
境
の
改
善

職
員
の
意
識
改
革
及
び
意

識
の
向
上

職
員
提
案
制
度
の
導
入

※

以
上
の
項
目
を
検
討
し
、

人
材
の
育
成
及
び
職
員
の

意
識
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。

限
ら
れ
た
財
源
と
職
員
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く

た
め
、
住
民
、
地
域
、
行
政
が
、

�
地
域
・
住
民
と
の
協
働

(カ) (オ) (エ) (ウ) (イ) (ア) ク
　
人
材
育
成
と
職
員
の
意
識
改
革

(イ)

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、

住
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
以

下
の
項
目
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
参
画
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

住
民
の
参
画
や
協
働
を
推

進
す
る
条
例
を
調
査
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の

支
援

住
民
へ
の
情
報
公
開
の
推

進平
成
17
年
10
月
か
ら
条
例

を
施
行
。

定
員
・
給
与
等
の
比
較
や

指
標
を
用
い
た
公
表

個
人
情
報
保
護
制
度
に
配

慮
し
た
情
報
提
供

平
成
17
年
７
月
か
ら
条
例

を
施
行
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
制
度
の
検
討

（
政
策
や
計
画
策
定
の
過
程

で
、
住
民
の
意
見
が
反
映
で

き
る
制
度
）

(エ) (ウ) (イ) (ア) イ
　
情
報
公
開
の
充
実

(ウ) (イ) (ア) ア
　
協
働
の
推
進
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行
政
手
続
に
よ
る
公
平
性

と
透
明
性
の
向
上

景
気
の
低
迷
に
よ
る
町
税
の

減
少
や
、
国
の
三
位
一
体
の
改

革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
削
減

に
よ
り
、
町
の
財
政
状
況
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
税
収
入
等
の

向
上
対
策
や
事
務
事
業
の
見
直

し
等
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、

財
政
運
営
の
健
全
化
に
努
め
、

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

税
外
収
入
等
の
収
入
確
保

１
　
税
の
徴
収
率
の
向
上

・
徴
収
率
の
向
上
対
策
と
し

て
関
係
職
員
に
よ
る
校
区

毎
の
チ
ー
ム
を
組
織
化
し
、

定
期
的
な
徴
収
を
18
年
度

に
実
施
。

・
徴
収
率
の
目
標
値
（
広
報

18
年
３
月
号
掲
載
以
下
同

じ
）
を
設
定
し
、
徴
収
努

力
を
行
い
ま
し
た
。

・
国
保
滞
納
者
へ
の
措
置
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

２
　
住
宅
使
用
料
の
徴
収
率
の

向
上

・
徴
収
率
の
向
上
対
策
と
し

て
、
18
年
度
よ
り
滞
納
者

(ア) ア
　
歳
入
の
確
保
と
強
化

�
財
政
の
健
全
化

(オ)

へ
明
渡
請
求
に
伴
う
該
当

通
知
書
を
発
行
し
ま
し
た
。

・
徴
収
率
の
目
標
値
を
設
定

し
、
徴
収
努
力
を
行
い
ま

し
た
。

３
　
保
育
料
の
徴
収
率
の
向
上

・
徴
収
率
の
向
上
た
め
の
収

納
委
託
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

・
徴
収
率
の
目
標
値
を
設
定

し
、
徴
収
努
力
を
行
い
ま

し
た
。

４
　
口
座
振
替
の
推
進

・
町
税
、
保
育
料
、
住
宅
使

用
料
の
徴
収
率
向
上
の
た

め
、
口
座
振
替
の
目
標
値

を
設
定
し
、
口
座
振
替
を

推
進
し
ま
し
た
。

５
　
税
率
等
の
見
直
し

・
町
営
住
宅
の
使
用
料
は
、

下
水
道
接
続
し
た
団
地
は

19
年
４
月
か
ら
、
使
用
料

を
改
定
し
ま
す
。

・
保
育
料
は
、
平
成
19
年
度

ま
で
に
階
層
区
分
の
定
義

（
所
得
額
）
を
町
独
自
の
基

準
か
ら
国
の
基
準
に
段
階

的
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
の
適
正
化

１
　
公
の
施
設
の
使
用
料

・
社
会
体
育
施
設
の
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
、
武
道
場
、

運
動
公
園
、
小
中
学
校
屋

内
運
動
場
の
使
用
料
を
19

年
４
月
か
ら
改
正
し
ま
す
。

(イ)

（
広
報
２
月
号
掲
載
）

・
社
会
教
育
施
設
の
中
央
公

民
館
、
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
、
各
校
区
セ
ン
タ
ー
の

使
用
料
を
19
年
４
月
か
ら

改
正
し
ま
す
。（
広
報
２
月

号
掲
載
）

２
　
手
数
料
の
改
定

・
町
税
督
促
手
数
料
は
、
現

行
40
円
を
100
円
に
19
年
４

月
か
ら
改
正
を
し
ま
す
。

・
ご
み
回
収
手
数
料
の
可
燃

物
ご
み
袋
の
処
理
手
数
料

は
、
１
袋
50
円
を
60
円
に
、

可
燃
物
粗
大
ご
み
の
ス
テ

ッ
カ
ー
は
150
円
を
300
円
に

19
年
７
月
か
ら
改
定
予
定

で
す
。

・
住
民
票
や
各
種
証
明
手
数

料
等
を
、
現
行
200
円
を
300

円
に
19
年
４
月
か
ら
改
正

し
ま
す
。（
広
報
２
月
号
掲

載
）

３
　
受
益
者
負
担
金
の
見
直
し

・
胸
部
（
結
核
、
肺
が
ん
）

検
診
、
住
民
（
成
人
）
検

診
な
ど
の
受
益
者
負
担
金

の
見
直
し
を
行
い
、
平
成

17
年
度
か
ら
19
年
度
ま
で

の
３
年
間
で
、
累
計
約
１，

０
０
０
万
円
の
財
政
効
果

が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
係
る
使
用
料

の
見
直
し

１
　
下
水
道
使
用
料
の
見
直
し

(ウ)

（
公
共
及
び
農
集
）

・
使
用
料
改
定
方
針
を
検
討
。

２
　
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

見
直
し
（
公
共
及
び
農
集
）

・
農
業
集
落
排
水
や
公
共
下

水
道
の
助
成
金
制
度
の
廃

止
を
検
討
。

３
　
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直

し
・
国
保
財
政
の
健
全
な
運
営

を
図
る
た
め
、
国
保
税
の

見
直
し
を
行
い
、
18
年
度

か
ら
実
施
。

財
源
確
保
の
た
め
の
施
策

１
　
商
工
業
の
誘
致
の
促
進

・
商
業
施
設
、
流
通
施
設
、

工
場
の
誘
致
を
促
進
す
る

た
め
、
土
地
利
用
の
見
直

し
を
検
討
。

・
町
内
の
企
業
誘
致
を
促
進

す
る
た
め
、
18
年
３
月
大

刀
洗
町
企
業
誘
致
奨
励
条

例
を
制
定
。

そ
の
他
（
町
有
地
の
処
分

等
）

・
財
源
確
保
の
た
め
、
町
有

地
の
遊
休
地
の
処
分
を
検

討
。

負
担
金
、
補
助
金
の
見
直
し

・
各
種
団
体
（
一
部
事
務
組

合
等
除
く
。）
の
負
担
金
、

補
助
金
の
見
直
し
を
行
い
、

(ア) イ
　
歳
出
削
減
の
取
り
組
み

(オ) (エ)

平
成
17
年
度
か
ら
19
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
累
計
約

７，

０
０
０
万
円
の
財
政

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

委
託
費
の
見
直
し

・
役
場
の
清
掃
、
節
目
総
合

検
診
等
の
委
託
費
の
見
直

し
を
行
い
、
平
成
17
年
度

か
ら
19
年
度
ま
で
の
３
年

間
で
、
累
計
約
４，

４
０

０
万
円
の
財
政
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。

施
設
の
管
理
運
営
の
適
正
化

・
大
刀
洗
公
園
や
各
校
区
セ

ン
タ
ー
の
管
理
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
住
民
参

加
の
活
用
を
検
討
。

・
大
刀
洗
公
園
、
桜
づ
つ
み

公
園
、
大
堰
公
園
の
管
理

費
の
見
直
し
を
行
い
、
平

成
17
年
度
か
ら
19
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
、
累
計
約

３，

２
０
０
万
円
の
財
政

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

内
部
事
務
管
理
経
費
の
削
減

・
光
熱
費
、
印
刷
費
、
消
耗

品
等
の
削
減
を
実
施
。

・
出
張
旅
費
の
見
直
し
を
実

施
。

・
各
委
員
会
等
の
視
察
研
修

は
隔
年
で
、
特
別
な
場
合

を
除
き
１
泊
２
日
で
実
施
。

・
各
種
需
用
費
の
購
入
は
３

(エ) (ウ) (イ)
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社
以
上
の
見
積
り
の
徴
収

を
実
施
。

・
各
小
中
学
校
の
消
耗
品
費

の
削
減
を
実
施
。

公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減

や
見
直
し

・
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
交

通
安
全
設
置
、
道
路
維
持

補
修
費
、
道
路
改
良
費
、

水
路
整
備
費
の
４
つ
の
工

事
請
負
費
を
、
平
成
17
年

度
か
ら
19
年
度
ま
で
の
３

年
間
で
累
計
約
３
億
５
４

０
０
万
円
削
減
し
ま
し
た
。

以
上
の
項
目
に
つ
い
て
、
２

回
の
委
員
会
で
報
告
を
行
い
、

委
員
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

�
効
果
的
な
行
政
運
営

・
入
札
契
約
の
一
元
化
と
は

な
に
か
。
又
、
そ
れ
に
伴

う
人
員
増
が
あ
る
の
か
？

・
管
理
職
の
庁
内
ラ
ン
活
用

は
進
ん
で
い
る
の
か
？

・
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
（
地
方
自
治

体
の
組
織
間
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
）
で
経
費
節
減
と
な

る
の
か
？

・
行
政
区
は
戸
数
に
差
が
あ

る
の
で
区
長
手
当
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

各
委
員
意
見

(オ)

・
行
政
区
の
再
編
は
で
き
な

い
の
か
？

・
歳
入
見
込
み
額
で
、
歳
出

予
算
を
組
め
な
い
の
か
？

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用

で
職
員
の
削
減
は
で
き
な

い
の
か
？

・
職
員
の
意
識
改
革
は
進
ん

で
い
る
の
か
？

・
町
民
体
育
大
会
等
の
職
員

の
時
間
外
手
当
は
？

・
米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会

は
、
時
代
に
沿
っ
た
組
織

に
変
え
て
は
ど
う
か
？

�
地
域
・
住
民
と
の
協
働

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

を
活
用
で
き
な
い
の
か
？

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
へ

の
支
援
の
内
容
は
な
に

か
？

�
財
政
の
健
全
化

・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

へ
の
措
置
は
何
が
あ
る
の

か
？

・
町
税
、
住
宅
使
用
料
は
徴

収
率
が
前
年
度
よ
り
も
下

が
っ
て
い
る
が
？

・
施
設
使
用
料
は
、
町
育
成

の
団
体
か
ら
徴
収
し
な
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
住
宅
修
繕
費
用
の
内
容
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

・
保
育
所
の
延
長
保
育
料
は

現
在
徴
収
し
て
い
な
い
の

か
？

・
検
診
の
負
担
金
の
値
上
げ

で
、
検
診
者
の
減
少
は
？

・
企
業
誘
致
の
具
体
的
な
施

策
は
？

・
企
業
が
望
む
事
を
考
え
、

企
業
に
魅
力
の
あ
る
地
域

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

・
ぜ
ひ
企
業
誘
致
の
努
力
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

・
既
存
の
地
元
企
業
に
対
す

る
支
援
を
含
め
て
、
企
業

へ
の
支
援
を
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。

・
企
業
誘
致
奨
励
金
の
３
年

間
交
付
を
他
市
町
村
並
み

に
５
年
に
検
討
し
て
欲
し

い
。

・
文
化
事
業
協
会
補
助
金
５

０
０
万
円
は
別
の
住
民
活

動
に
使
用
で
き
な
い
か
？

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
補
助
金
は

19
年
度
減
ら
し
た
の
か
？

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
補
助
金
規

定
の
65
歳
は
、
労
働
行
政

も
変
わ
っ
て
雇
用
が
65
歳

ま
で
に
な
っ
て
く
る
と
、

年
齢
引
き
上
げ
の
検
討
も

必
要
で
あ
る
。

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
加
入
は
区

に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
行

政
の
指
導
を
し
て
も
ら
い

た
い
。

・
老
人
ク
ラ
ブ
が
元
気
老
人

を
つ
く
る
た
め
の
活
動
を

す
れ
ば
補
助
金
は
上
が
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

・
古
紙
集
団
回
収
奨
励
補
助

金
は
紙
が
高
く
な
っ
て
い

る
な
ら
必
要
な
い
。

・
古
紙
集
団
回
収
奨
励
補
助

金
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
に
使

わ
れ
て
い
る
の
で
、
５

円
／
㎏
の
補
助
金
は
生
か

さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

・
陣
屋
川
・
桂
川
・
大
刀
洗

川
を
守
る
会
は
何
の
活
動

を
し
て
い
る
の
か
？

・
土
地
利
用
型
農
業
育
成
助

成
金
（
大
豆
）
は
廃
止
し

て
い
い
の
で
は
な
い
か
？

・
診
療
所
は
も
っ
と
町
が
宣

伝
し
て
い
い
の
で
は
な
い

か
？

・
診
療
所
は
も
っ
と
ピ
ー
ア

ー
ル
や
講
習
会
、
講
演
会

を
開
い
て
住
民
と
の
ふ
れ

あ
い
が
必
要
で
あ
る
。

・
校
長
会
や
教
頭
会
等
の
学

校
関
係
の
補
助
金
の
使
わ

れ
方
は
何
か
？

・
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
処
理

の
補
助
金
は
必
要
な
の

か
？

・
指
定
金
融
機
関
の
変
更
は

検
討
出
来
な
い
の
か
？

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活

用
は
18
年
度
検
討
で
は
遅

く
、
早
急
に
実
施
し
て
も

ら
い
た
い
。

・
大
刀
洗
公
園
の
維
持
管
理

費
の
中
の
そ
の
他
委
託
費

と
は
？

・
校
区
セ
ン
タ
ー
の
管
理
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
指
定
管
理
者

で
19
年
度
に
実
施
で
き
な

い
か
？

・
学
童
保
育
は
学
校
の
空
き

教
室
使
用
を
検
討
で
き
な

い
か
？

・
子
育
て
支
援
は
十
分
に
や

っ
て
町
づ
く
り
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

今
年
度
内
に
行
政
改
革
推
進

委
員
会
を
、
後
２
回
開
催
し
意

見
を
集
約
し
、
町
長
へ
意
見
書

を
提
出
予
定
で
す
。

今
後
の
予
定

住
民
の
皆
様
の
、
ご
意
見
や
ご

提
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

大
刀
洗
町
行
政
改
革
推
進
室

（
内
線
１
８
０
）

E
-m
ail:in

fo@
tow
n
.

tach
iarai.fu

ku
oka.jp
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中央公民館文化サークル・学級・教室 
平成19年度 

受 講 生 募 集 
いつでも・どこでも・だれでも 

･･･生涯学習 

○学習内容
・仲間作り
・運動教室（リトミック体操、ヨガ入門）
・学習会（食育、子育て、健康、人権、他）
・教養講座（陶芸、フラワーアレンジメント、お菓子作り他）
・バス遠足・クリスマス会・ピクニック・フリーマーケット
○参加対象　０才～５才児を持つ親及び祖父母
○託児(無料)あり

○学習内容
郷土の歴史、地理、風俗、風土等についての学習、
現地学習会
○参加対象　興味のある方（年齢は問いません）
○学習日　　毎月　第２・４週火曜日
○時　　間　午前９時３０分～午前11時３０分

○内容
・一般教養（健康づくり、人権、福祉、環境、歴史等）
・趣味、特技（手芸、陶芸、料理、スポーツ等）
・視察研修　・仲間作り
○参加対象　　一般女性
○定員　　各学級１０～３０名
○会場　　
大堰婦人学級（新設）憩いの園大堰交流センター
本郷婦人学級　ふれあいセンター
大刀洗婦人学級（新設）南部コミュニティセンター
菊池婦人学級　就業改善センター
婦人学級〔SAKURA組〕 就業改善センター

○期日　　５月～３月（月１回）
※大堰・大刀洗婦人学級については申込少数の場合は
開講いたしません

《矢永美和先生》

開講式（５月１９日土曜日）
日常のおかず・デザート・お菓子作り
クリスマスケーキ・テーブルマナー教室
○参加費　　材料代月５００円
（ただし、ケーキ作り・テーブルマナーは別途金額）

《Ａグループ》
○期　日　　毎月第１土曜日
○時　間　　午前１０時～午後１時
○定　員　　３０名
《Ｂグループ》
○期　日　　毎月第３土曜日
○時　間　　午前１０時～午後１時
○定　員　　３０名
※プログラムによってＡＢ合同での開催もあります

開講式(５月11日金曜日)
○内　　容　
午前　一般教養（町づくり、健康・生きがいづくり、

文学、歴史、視察学習等）
午後　健康コース（３Ｂ体操）
○参加対象　町内在住の60才以上の方
○定　　員　１５０名
○期　　日　５月～11月原則第1・3週金曜日
※各校区、送迎バス有り

○学習内容
・仲間づくり
・学習会（家庭教育、健康、人権、食育他）
・教養講座（パン・みそづくり、プリザーブドフラワー
アレンジ他）
・視察学習（高校訪問他）
○参加対象　小・中学生を持つ保護者
○開設場所　各小・中学校（５カ所）
○期　　日　５月～３月（月１回）

ふれあい体験を大切に　　　　　　　　《学校外活動》

◆全学年向け （小学校１～６年生）
遊びを通し、科学･文化･スポーツにチャレンジ
○期　日　　毎月第２土曜日
○時　間　　午前　９時～正午
午後昼食後～午後３時３０分頃まで
○定　員　　６０名

◆高学年向け （小学校４～６年生）
チャレンジキャンプ･久住登山など、
少しハードなチャレンジ体験を希望する人
○期　日　　毎月第４土曜日
○時間　　午前　９時～正午
午後　昼食後～午後３時３０分頃まで
○定　員　　４０名
※チャレンジする内容については、教育委員会生涯学習
課（担当：田中）までお問合せ下さい
※全学年・高学年両方に参加できます
※学習内容により、教材費(実費)をいただきます

乳幼児学級

郷土史学級 高齢者学級

家庭教育学級

婦人学級

子ども料理教室

子どもチャレンジ教室



8 3 0 1 2 9 8切 手 

50円切手を 
貼ってください 

大 刀 洗 町 大 字 冨 多 ８ １ ９ 

大刀洗町教育委員会　行 

学級・教室 

サークル 名 氏　　　名 世帯主 電話番号 

備　考（質問･要望等があればご記入ください） 

申 込 者 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 住所 

お知らせ　受講生募集は、大刀洗町のホームページにも掲載しています。
大刀洗町ホームページ　http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/
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大刀洗町中央公民館サークル 
サークル名 

太 極 拳 
 
自彊術（治療健康体操） 

ストレッチ体操 
ストレッチ･(ソフト)ジャズダンス 

ニコニコ運動教室 

健やか体操 

フラダンス（午後） 

フラダンス（夜） 

ジャズダンス 

社交ダンス 

大 正 琴（Ａ教室） 

大 正 琴（Ｂ教室） 

三 味 線 

ウクレレ教室 

謡　曲（喜多流） 

民　謡 

大刀洗混声合唱団 

茶　道（裏千家） 

煎　茶（皇風煎茶礼式） 

日　舞　藤間流 

日舞 泉流（すみれ会） 

日舞 泉流（あやめ会） 

フラワーアレンジメント 

生　花（池の坊） 

俳　句 

短　歌 

洋　画 

書　道 

水 墨 画 

陶　芸 

写　真 

英 会 話 

きもの着付け教室 

囲　碁 

伝統手織　　 

琴　（生田流） 

中島百合子 
 

前田　妙子 

志賀　美香 

戸塚由美子
 

 

野口　裕子 

山本　敏香
 

 

森山　孝子 

古賀加代子 

中村　郁子
 

 

平田　順子 

山根　隆之 

山内　　剛 

中尾　正人 

森時達行･坂田三和 

山田　宗令 

金子　明雲 

安丸　和子 

山口　道子 

下川アキミ 

一木　正純 

鐘ヶ江秀子 

中村　田人 

野田　光介 

渡邉　　魏 

福成　　薫
 

 

大澤三千代 

古賀たかし 

Clerk Serenity Denice 

床島　松美 

広末　利彦 

中村　偉子 

眞鍋雅楽芙舞 

月３回　月曜日 

月３回　土曜日 

月３回　月曜日 

毎　週　水曜日 

２･４週　木曜日 

２･４週　水曜日 

毎　週　月曜日 

毎　週　火曜日 

毎　週　月曜日 

月４回　金曜日 

２･４週　金曜日 

２･４週　月曜日 

１･３週　金曜日 

２･４週　金曜日 

１･３週　水曜日 

２･４週　火曜日 

月３回　木曜日 

毎　週　水曜日 

１･３週　月曜日 

２･４週　水曜日 

２･４週　水曜日 

毎　週　土曜日 

毎　週　土曜日 

１･３週　月曜日 

１･３週　木曜日 

２･４週　火曜日 

第１火曜日 月１回 

２･４週　月曜日 

２･４週　金曜日 

１･３週　金曜日 

１･３週　水曜日 

１･３週　月曜日 

毎　週　火曜日 

２･４週　土曜日 

毎　週　土曜日 

１･３週　土曜日 

毎　週　水曜日 

13:00～1４:30 

10:00～11:30 

20:00～21:30 

20:00～21:30 

10:00～11:30 

10:00～11:30 

10:00～11:30 

15:00～17:00 

20:00～22:00 

20:00～21:30 

20:00～22:00 

10:00～12:00 

　9:30～12:00 

20:00～22:00 

20:00～21:30 

20:00～22:00 

20:00～22:00 

20:00～22:00 

20:00～22:00 

14:00～16:00 

20:00～22:00 

20:00～22:00 

20:00～22:00 

20:00～22:00 

　9:30～11:30 

13:00～15:30 

13:30～16:00 

14:00～16:00 

13:30～15:30 

13:30～15:30 

13:30～15:30 

20:00～22:00 

20:00～21:30 

20:00～22:00 

13:00～18:00 

10:00～12:00 

20:00～22:00

 

新規募集 

 

 

 

シニア対象 

 
1･3週(火)15:00～16:00講師指導 

 

 

 

 

 

 

新規募集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本郷ふれあいセンター 

 

 

講師工房 

 

 

 

 

初心者の織物 

練習用琴 有 

講 師 名 開講日（週・曜日） 時　間 備　考 

書　道　　　 

書　道　（初級）　　　 

菊池詩吟 

ニコニコ運動教室 
トツカ ダンス スクール 

フラワーアレンジ（菊池） 

きくち社交ダンスクラブ 

ＴＡＥ・Ｏ．Ｒ☆Ｓ  ＫＩＤ’Ｓ 

ＴＡＥ・Ｏ．Ｒ☆Ｓ 

高松　禎子
 

 

今村　勝之 

戸塚由美子 
 

黒岩　栄子 

宮崎　健司 

平山　妙子 

１･３週　火曜日 

１･３週　金曜日 

毎　週　火曜日 

１･３週　水曜日 

毎　週　水曜日  

第２土曜日 月１回 

月４回　火曜日 

月４回　金曜日 

月４回　木曜日 

　9:30～11:30 

　9:30～11:30 

14:00～16:00 

　9:30～11:00 

20:00～21:30 

13:30～15:30 

20:00～22:00 

17:30～19:00 

20:00～21:30

 

 

 

シニア対象 

 

 

 

ｷｯｽﾞﾀﾞﾝｽ教室 

ｽﾄﾚｯﾁﾀﾞﾝｽ教室 

 中央公民館ｻｰｸﾙのほかに、各校区でのサークル活動もあっています 

菊池文化サークル 
開設場所　就業改善センター　（大刀洗町山隈１７１１－３） 
申込先/大刀洗町大刀洗支所 （77-0239） ・ 大刀洗町教育委員会 （77-2670　FAX 77-2720） 

民謡　甲条教室 

親子体操教室 
はな・ゆめフラワーアレンジメント 

ヨガ教室 

中尾　正人 

福田　美紀 

平田　典子 

椿原　圭子 

２・４週　土曜日 

毎 週　火曜日 

第２土曜日 月１回 

毎 週　土曜日 

未　定 

10:00～11:00 

15:00～16:30 

16:30～17:30

 

本郷ふれあいセンターサークル 
開設場所　本郷ふれあいセンター （大刀洗町本郷２８４８－１） 

申込先/大刀洗町教育委員会 （77-2670　FAX 77-2720） 

申し込まれるにあたって

・申込みは、各自持参・郵送・電話・FAXで受け付け
ます。
・ひとり何教室でも受講できます。
・中央公民館サークルは、社会教育の一環として開講
しています。
・サークルは、各々自主運営されています。
・受講申込者が、少数の場合は開講しないこともあり
ます。
活動の詳しい内容は、教育委員会生涯学習課まで問
合せください。

たくさんの方の参加をお待ちしています

申込・問合せ先

申込締め切り

大刀洗町教育委員会 生涯学習課
1７７－２６７０( FAX 77-2720 )

４月６日（金）必着
（キリトリセン）



ほとんどの予防接種は、接種できる年齢が７歳６か月未満です。しかし、次の表の予防接種は、接種できる期間
が短いために、受け忘れや体調の都合で受けそびれる方があります。早めに接種計画をたて、子どもさんの体調の
よい時に余裕をもって予防接種を受けることをお勧めします。

※　日本脳炎は、希望すれば接種できますが、積極的な接種勧奨は行っておりません。

予防接種法の改正による対象年齢の変更のために、麻しん・風しんの予防接種を受けられなかった方は、平
成19年３月31日までは公費で予防接種が受けられます。接種が済んでいない方は、お早めに健康福祉課までご
連絡ください。

麻しん・風しん及びMR混合ワクチンの経過措置について

広報たちあらい H19.３ 14

予防接種の種類 

Ｂ　　Ｃ　　Ｇ 

ＭＲ混合１期 

(麻しん・風しん混合) 

ＭＲ混合２期 

(麻しん・風しん混合) 

二　種　混　合 

日本脳炎２期 

（さし控え中）※ 

対　象　者 接種できる場所 

生後６月未満 

生後12月から生後24月未満
 

 

５歳以上７歳未満の就学前年度 
 

11歳以上13歳未満 

９歳以上13歳未満 

町内医療機関 

町内医療機関、福岡県広域化予防接種受託医療機関 

 

町内医療機関、福岡県広域化予防接種受託医療機関 
 

町内医療機関、福岡県広域化予防接種受託医療機関 

町内医療機関、福岡県広域化予防接種受託医療機関 

接種期間が短い予防接種 

◇作り方
１　米を洗って炊飯器に入れ、硬めの水
加減にして１時間以上吸水させる。
酒、コンブを入れて炊き上げる。

２　油揚げは熱湯で油抜きして、油分、
水分をふき取り細切りにする。にん
じんは皮をむいてささがきにし、タ
ケノコは一口大の薄切りにする。

３　Ｂの醤油大さじ1/2を残してほかの
材料を鍋に入れ、２を加え、煮汁が
ほとんどなくなるまで煮る。醤油大
さじ1/2を加え、ひと煮して冷ます。

４　エビは背ワタを除いて塩茹でし、冷
まして殻をむき、飾り用に５～６尾
を残して食べやすい大きさに切り、
キヌサヤは茹でて冷まし、半分に切
る。

５　卵はＣを混ぜて炒り卵にする。
６　炊き上がったご飯からコンブを出
し、合わせ酢を混ぜて、３と飾り用
のエビ以外の４を混ぜ５を表面にち
らし、エビを飾る。ちらし寿司

郷土料理コーナー
卒業や入学のお祝い、ひな祭りの食卓に。

◆材料（4人分）
米 ２合
酒 大さじ２
コンブ ５㎝
酢 大さじ３

Ａ　砂糖 大さじ２
塩 小さじ2/3

油揚げ １枚
茹でた新タケノコ 100ｇ
にんじん 80ｇ

出し汁 １1/2カップ

Ｂ 酒 大さじ２
砂糖 大さじ２
醤油 大さじ１1/2

エビ（殻つき） 100ｇ
キヌサヤエンドウ 100ｇ
卵 ２個

Ｃ 砂糖 大さじ1/2
塩 少々

塩 少々

｛
｛

｛



１
月
の
親
子
あ
そ
び(

正
月
あ
そ
び)

は
、
家
庭
に
あ
る
身
近
な
材
料
で
こ
ま

と
た
こ
を
作
り
ま
し
た
。
マ
ジ
ッ
ク
に

興
味
を
持
ち
、
一
生
懸
命
色
ぬ
り
を
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
、

保
護
者
の
方
も
一
緒
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

広
場
へ
の
参
加
は
、
予
約
も
参
加
料

も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
都
合
の
つ
か
れ

る
時
に
ど
う
ぞ
気
軽
に
ち
ゃ
お
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

な
お
一
時
保
育
の
利
用
は
事
前
登
録

と
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
登
録
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
乳
幼
児

医
療
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

広
場
ち
ゃ
お

午
前
10
時
〜
正
午

栄
養
相
談(

２
日
・
16
日)

離
乳
食
の
進
め
方
や
量
な
ど
に
つ

い
て

親
子
あ
そ
び(

７
日
・
28
日)

お
話
し
会
・
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び

健
康
相
談(

９
日
・
23
日)

ミ
ル
ク
や
お
っ
ぱ
い
の
相
談
、
発

育
の
こ
と
な
ど

※
19
日(

月)

は
、
ち
ゃ
お
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
で
す
。
体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
託
児
を
し
ま
す

の
で
14
日(

水)

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
広
場
の
あ
そ
び
は

お
休
み
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
28
日(

水)

は
、
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
遊
び
ま
す
。

広
場
ぐ
る
り
ん
ぱ

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

親
子
体
操
・
手
あ
そ
び

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

15 H19.３ 広報たちあらい

No.6

3月の行事予定 
日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31

ちゃお講座 
(フィットネス)

ちゃお 
園庭開放 

ちゃお 

ちゃお 
栄養相談 

ちゃお 
園庭開放 

ちゃお 
親子あそび 

春分の日 

ちゃお 
健康相談 

ちゃお 
栄養相談 

ちゃお 
健康相談 

子育て 
相談 

子育て 
相談 

子育て 
相談 

子育て 
相談 

ぐるりんぱ 
（大） 

ぐるりんぱ 
（就） 

ちゃお 

ぐるりんぱ 
（子） 

ちゃお 
ふれあいセンター 

子育て 
相談 

ぐるりんぱ 
（南） 

(大)大堰交流センター　(就)就業改善センター     
(南)南部コミュニティセンター　(子)子育て支援センター    

※ 

（
本
郷
保
育
所
横
）
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去
る
２
月
３
日
に
図
書
館
で
カ
ル

タ
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
達
は
タ

ン
ポ
ポ
文
庫
さ
ん
に
楽
し
い
紙
芝
居

を
読
ん
で
も
ら
い
、
絵
描
き
歌
で
遊

ん
だ
あ
と
、
年
齢
別
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
真
剣
に
カ
ル
タ
を
取
り

ま
し
た
。

    3/1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 
4/1 2 3 4 5 6 7

日 月 火 水 木 金 土 

印は休館日 
毎週土曜日午後2時～2時30分 
お話会開催！ 

3月・4月の休館日 

カ
ル
タ
会

（
一
般
書
）

「
戦
場
の
ニ
ー
ナ
」な

か
に
し
　
礼
　
著

私
は
何
処
か
ら
来
た
の
？
私
は

誰
？
ロ
シ
ア
で
見
つ
か
っ
た
、
た
だ

一
人
の
日
本
人
残
留
孤
児
。
六
十
年

の
時
を
経
て
、
戦
争
で
損
な
わ
れ
た

「
私
」
を
探
す
旅
が
は
じ
ま
る
。

圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
か
れ
る

魂
の
救
済
、
そ
し
て
究
極
の
愛
。
感

動
の
超
大
作
。

講
談
社
　
刊

（
児
童
書
）

「
早
ね
早
お
き
朝
ご
は
ん
」

田
村
　
幸
子
　
監
修

は
ら
だ
　
ゆ
う
こ
　
絵
と
文

全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
「
早
寝

早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運
動
。
子
供
た

ち
が
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
、
全
３
巻
で
睡
眠
の
仕
組

み
や
、
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

汐
文
社
　
刊

ソルビム／ペ　ヒョンジュ
おさんぽトコちゃんトコトコトコ／宮西　達也
おかあさんといっしょ　うたのえほん８／講談社
ぷるるんっ！しずくちゃん２／学習研究社
生麦生米生卵／齊藤　孝
若おかみは小学生！ＰＡＲＴ９／令丈　ヒロ子
黒魔女さんが通る!!ＰＡＲＴ５／石崎　洋司
ドラゴン・スレイヤー・アカデミー２―３／

ケイト・マクミュラン
探偵クラブにようこそ！／日本児童文学者協会編
フランスのごはん／銀城　康子

児

童

書

最愛／真保　裕一
かあちゃんに会いたい
がばいばあちゃんスペシャル／島田　洋七
若狭・城崎殺人ルート／西村　京太郎
十七歳の硫黄島／秋草　鶴次
無銭優雅／山田　詠美
ガリレオの小部屋／香納　諒一
教室の悪魔　見えない「いじめ」を

解決するために／山脇　由貴子
病気にならない生き方　２／新谷　弘実
はじめての果樹ガーデン／大森　直樹
ぼくとわたしのお弁当／赤堀　博美

合計298冊

一

般

書

今 月 の 新 着 図 書 案 内

対決！百人一首 紙芝居がつながった

絵書き歌にあわせて緊張の一瞬、カルタ会



ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
「
サ

ン
・
ポ
ー
ト
」
筑
前
町
栗
田
へ

の
ご
み
の
個
人
持
込
は
、
今
年

４
月
よ
り
平
日
の
み
で
、
祝
休

日
は
持
ち
込
み
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

な
お
、
第
３
日
曜
日
は
今
ま

で
ど
お
り
持
ち
込
め
ま
す
。

た
だ
し
、
搬
入
確
認
証
が
必

要
で
す
の
で
、
金
曜
日
ま
で
に

役
場
生
活
環
境
課
で
発
行
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
10
日
（
土
）
〜

11
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場

「
サ
ン
・
ポ
ー
ト
」

リ
サ
イ
ク
ル
工
房

筑
前
町
栗
田

内
容

・
家
具
類
・
自
転
車
等

の
リ
サ
イ
ク
ル
品
無

料
抽
選
会

・
ガ
ラ
ス
工
芸
作
品
展

示
・
ボ
カ
シ
販
売
等

※
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
で
は
ま
だ

使
え
る
不
要
な
物
の
無
料
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

サ
ン
・
ポ
ー
ト

リ
サ
イ
ク
ル
工
房

1
０
９
４
６
・
２
３
・
１
５
９
０

FAX
０
９
４
６
・
２
３
・
１
５
８
９

17 H19.３ 広報たちあらい

地中レーダー探査では、掘立柱建物の柱穴がわが
国で初めて確認されましたが、実際に掘立柱建物が
レーダー探査どおりにあるかは発掘調査で検証する
ことが必要で、平成14年度に実施しました。地中
レーダー探査では上野遺跡(正倉院)の西部で５棟の
高床式倉庫跡が確認されていましたが、発掘調査で
も地中レーダー探査どおり、５棟の高床式倉庫跡が

見つかりました、しかし、そのうちの１棟は、これ
まで下高橋官衙遺跡で見つかった“掘立柱建物”
（大きな穴を掘り、その穴に柱の下部を埋めて柱を
立てた構造の建物）とは異なり、念入りな地下構造
の、“礎石建物”の可能性が高いと考えられました。
古代の郡衙正倉で、礎石建物が見つかったのは、少
なく、中国・四国・九州地方では初めての発見です。

たちあらい 

第11回　史跡下高橋官衙遺跡（その6）

礎石建物の可能性が高い建物跡

礎石建物の礎石の下部構造
柱が沈まないよう土を締めている

地中レーダー探査の成果と
遺構配置図

サ
ン
・
ポ
ー
ト
へ
の

祝
休
日
ご
み
の

受
付
中
止

リ
サ
イ
ク
ル
工
房

展
示
会
開
催

お
詫
び
と
訂
正

広
報
２
月
号
の
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し

た
軽
運
動
サ
ー
ク
ル
一
覧
で
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

「
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
フ

ラ
ダ
ン
ス
連
絡
先
」

正
　
坂
田
　
礼
子
　
７
７
‐
２
３
８
５

誤
　
平
田
嘉
津
江
　
７
７
‐
８
４
２
５

２
０
０
７
年
度
　
第
27
回

小
郡
・
三
井
少
年
の
船

ス
タ
ッ
フ
募
集

期
間

８
月
19
日(

日)

〜

23
日(

木)

４
泊
５
日

研
修
地

沖
縄
県
本
部
町
、
名

護
市
、
恩
納
村
、
糸
満
市
、

那
覇
市
な
ど
（
往
路：

鹿
児

島
か
ら
船
　
／
復
路：

沖
縄

か
ら
飛
行
機
）

募
集
人
員

ス
タ
ッ
フ
30
名
程

度
費
用

５
０，

０
０
０
円
程
度

申
込
締
切
日

５
月
７
日(

木)

申
込
・
問
合
せ
先

第
27
回
小

郡
・
三
井
少
年
の
船
実
行
委

員
会
事
務
局

〒
８
３
８
・
０
１
２
２
　
小
郡

市
松
崎
７
５
５
・
４
（
社
）
み

い
青
年
会
議
所
事
務
局
内

1
７
２
・
８
１
３
７

FAX
７
２
・
５
１
８
３



「
自
分
を
見
直
そ
う
」を学

習
し
て

大
堰
小
　
３
年
生

「
自
分
は
ど
ん
な
人
？
」「
変
え

た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
？
」
…

「
心
の
中
を
よ
く
見
つ
め
て
、
本
当

の
自
分
を
見
つ
け
よ
う
。」
と
い
う

め
あ
て
で
学
習
し
ま
し
た
。

・
今
日
は
、
人
権
の
学
習
で
、
自

分
が
苦
手
な
も
の
が
あ
っ
て
も
、

い
い
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

・
ぼ
く
は
自
分
が
ど
ん
な
人
か
を

見
つ
け
よ
う
と
し
た
け
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
か
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
少
し
自
分
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

・
わ
た
し
は
、
と
な
り
の
友
達
に
、

自
分
の
い
い
と
こ
ろ
の
手
紙
を
も

ら
っ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
わ
た
し
も
、
こ
れ
か
ら
人

の
よ
さ
や
得
意
な
こ
と
を
も
っ
と

知
り
た
い
で
す
。

・
わ
た
し
は
、
自
分
が
ど
ん
な
人

か
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

「
も
し
も
わ
た
し
が
親
な
ら
ば
」

を
学
習
し
て

本
郷
小
　
６
年
生

「
も
し
も
わ
た
し
が
親
な
ら
ば
」

と
想
定
し
、
親
の
子
ど
も
に
対
す

る
『
思
い
』
や
『
願
い
』
に
つ
い

て
知
り
、
考
え
ま
し
た
。

・
人
権
学
習
で
、
自
分
の
親
が
自

分
の
た
め
に
い
つ
も
、
色
々
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
と
分
か
り
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
相
手
の
立
場
に
な

ら
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

・
私
の
親
は
、
い
つ
も
私
の
こ
と

を
思
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
初
め
て
分
か
り
ま
し
た
。

・
も
し
も
私
が
親
だ
っ
た
ら
、
子

供
が
や
り
た
い
こ
と
は
や
ら
せ
れ

ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

い
ろ
ん
な
人
の
意
見
を
聞
い
て
い

る
と
、
親
に
な
る
と
分
か
る
事
情

も
あ
る
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

「
笑
い
の
裏
側
に
あ
る
も
の
を

考
え
よ
う
」
を
学
習
し
て

大
刀
洗
中
　
１
年
生

『
笑
い
』
は
人
の
心
を
楽
し
く

さ
せ
ま
す
。
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
和

や
か
な
雰
囲
気
を
つ
く
り
ま
す
。

し
か
し
、
使
い
方
を
誤
れ
ば
、
人

を
傷
つ
け
、
仲
間
を
分
断
し
ま
す
。

「
い
じ
め
」
や
「
差
別
」
そ
し
て
、

「
悲
し
み
」
や
「
涙
」
と
、
隣
り
合

わ
せ
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
カ
ー
ド
の
文
例
か
ら
考

え
、
気
づ
い
て
い
き
ま
し
た
。

・
今
日
は
『
笑
い
』
に
つ
い
て
考

え
た
け
ど
、
人
が
生
き
て
い
く
中

で
笑
わ
な
い
こ
と
な
ど
絶
対
に
な

い
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
、『
笑
っ

て
も
良
い
場
面
』、『
い
け
な
い
場

面
』
が
あ
る
の
で
、
人
が
傷
つ
い

て
し
ま
う
笑
い
は
し
な
い
よ
う
に

心
が
け
た
い
で
す
。

・
私
は
、
嫌
な
あ
だ
名
を
言
わ
れ

て
笑
わ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
は
す
ご
く
腹
が
立

ち
嫌
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
で

も
、
私
も
時
々
人
に
対
し
て
嫌
な

こ
と
を
言
っ
た
り
、
笑
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
考
え
て
み
る
と
、
私
の
言
っ
た

一
言
で
周
り
の
人
が
笑
い
、
傷
つ

く
人
が
い
た
ん
だ
と
思
い
、
と
て

も
後
悔
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
自
分
が
人
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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「
ぼ
く
に
も
で
き
た
よ
」

を
学
習
し
て

菊
池
小
　
５
年
生

「
い
じ
め
」
を
う
け
て
い
た
子

が
最
後
に
笑
顔
を
見
せ
ら
れ
た
要

因
に
つ
い
て
考
え
、
日
常
的
に
ク

ラ
ス
に
も
あ
る
「
い
じ
め
」
に
つ

い
て
見
つ
め
直
し
、
今
の
自
分
や

ク
ラ
ス
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
話

し
合
い
ま
し
た
。

・
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
友
達
の
つ

ら
さ
に
「
ぼ
く
」
の
何
と
か
し
た

い
と
い
う
声
か
け
や
動
き
が
、
大
き

な
力
に
な
っ
た
と
分
か
り
ま
し
た
。

・
人
の
つ
ら
さ
や
き
つ
さ
が
分
か

ら
な
い
と
行
動
は
あ
ま
り
と
れ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

・
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
は
、
友

だ
ち
の
思
い
を
読
み
取
り
な
が
ら
、

自
分
の
行
動
に
注
意
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

「
人
権
標
語
」
で
想
い
を伝え

よ
う

大
刀
洗
小
　
６
年
生

幼
い
頃
に
学
習
権
を
奪
わ
れ
、
読

み
書
き
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
主
人
公
が
、
自
学
で
文
字
を
取
り

戻
し
て
い
く
姿
を
通
し
て
、『
学
ぶ

こ
と
の
大
切
さ
、
よ
ろ
こ
び
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
。』
と
い
う
思
い
で

授
業
を
し
ま
し
た
。
授
業
後
に
作
っ

た
人
権
標
語
を
紹
介
し
ま
す
。

・
七
〇
才
　
初
め
て
知
っ
た

字
が
書
け
た

・
字
を
覚
え
　
夕
焼
け
見
た
ら

美
し
い

・
泣
き
な
が
ら

だ
き
し
め
た
ん
だ
　
初
手
紙

・
ひ
ら
が
な
で
　
初
め
て
手
紙

出
し
て
み
る

・
言
葉
知
り
　
自
分
の
世
界

作
っ
て
く

・
字
を
書
い
て

名
前
を
呼
ば
れ気

持
ち
よ
い

・
文
字
学
び

い
ろ
ん
な
も
の
が

見
え
て
き
た

差
別
の
な

い
社会をつくり

ま

し
ょ
う
！

ひ
と

り
ひと
りの個性を認め
合
い
、

町内の各

小・中学校では、

子どもたちの発達段階や学校・

学級の実態をみつめ、計画的に

人権に視点をあてた学習を重ねています。

子どもたち一人ひとりが、自分自身の

良さに気付いて生き生きと生活できる

ことや、お互いを認め合いより良い

仲間づくりをしていけること、更には

身のまわりの矛盾に気付き正しく

判断し、自分の生き方を考える力を

身に付けることを目指

しています。

大刀洗町人権・同和教育推進協議会　学校教育部



「
大
刀
洗
町
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
」
は
、
少
子
化
の
流
れ
を
変

え
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
子
育
て
家
庭

が
安
心
と
喜
び
を
持
っ
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
社
会
全
体
で
子
育
て
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
17

年
３
月
に
策
定
し
た
計
画
で
す
。

こ
の
計
画
を
実
践
す
る
た
め
、
次

の
４
つ
の
柱
を
立
て
て
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
主
要
事
業
に
つ
い
て
、

初
年
度
の
実
施
の
状
況
を
公
表
し
ま

す
。

地
域
の
絆
が
育
む
、
子
育
て
家
庭

が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

公
立
保
育
所
が
地
域
の
子
育
て
家

庭
へ
働
き
か
け
、
情
報
を
提
供
す
る

場
と
し
て
平
成
17
年
度
か
ら
園
庭
開

放
・
あ
そ
び
の
広
場
を
開
始
し
ま
し

た
。安

心
し
て
遊
べ
る
場
所
を
提
供
し
、

入
所
児
や
保
育
士
ま
た
は
保
護
者
同

士
の
交
流
を
通
し
て
、
育
児
の
楽
し

さ
や
知
識
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の
内

容
で
実
施
し
ま
し
た
。

17
年
度
事
業
の
実
施
状
況

17
年
度
実
施
状
況

あ
そ
び
の
広
場

毎
月
２
回
実
施
し
、
平
均
５
〜
６

組
の
親
子
が
行
事
に
多
く
参
加
し

て
、
保
育
体
験
し
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
な
室
内
遊
び
を
中
心
に
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
保
護
者
同
士
ま
た
保
育

士
と
も
交
流
し
ま
し
た
。

園
庭
開
放

毎
月
２
回
実
施
し
、
平
均
12
組
の

親
子
が
園
庭
で
思
い
き
り
遊
ぶ
こ
と

を
中
心
に
、
夏
に
は
水
遊
び
や
プ
ー

ル
遊
び
も
取
り
入
れ
、
時
に
は
運
動

会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
保
育
所

の
行
事
に
参
加
し
な
が
ら
親
子
で
楽

し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
広
場
や
園
庭
開
放
利
用
者

に
対
し
年
度
末
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は

・
い
つ
も
家
の
中
ば
か
り
で
遊
ん
で

い
た
の
で
園
庭
開
放
が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
。

・
同
じ
年
代
の
子
ど
も
を
持
つ
お
母

さ
ん
た
ち
と
知
り
合
い
、
情
報
交

換
も
で
き
て
よ
か
っ
た
。

・
保
育
所
な
の
で
安
心
し
て
遊
ば
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
に

も
あ
わ
せ
て
、
親
子
が
ふ
れ
あ
う

場
・
交
流
す
る
場
と
し
て
広
場
事
業

の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
し
、

安
心
し
て
働
け
る
ま
ち
づ
く
り

女
性
の
社
会
進
出
や
就
労
形
態
の

多
様
化
に
伴
い
、
保
育
所
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
子
育

て
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
男
性
の

子
育
て
参
加
促
進
の
「
パ
パ
マ
マ
教

室
」
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

（

）
は
16
年
度

・
通
常
保
育
事
業

５
箇
所(

５
箇
所)

・
延
長
保
育
事
業

４
箇
所(

４
箇
所)

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

２
箇
所(

１
箇
所)

・
パ
パ
マ
マ
教
室
の
開
催

29
名
参
加(

34
名
参
加)

大
刀
洗
町
の
風
土
、
自
然
、
文
化

の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
つ
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
や
母
親
の
健
康
確
保
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
妊
婦
・
出
産
か

ら
育
児
へ
と
総
合
的
・
継
続
的
な
母

子
保
健
施
策
を
推
進
し
ま
し
た
。
各

種
の
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
の
受
診
率

は
91
％
で
し
た
。

地
域
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
に
見
守

ら
れ
て
、
子
供
が
安
心
に
育
つ
ま

ち
づ
く
り

身
近
に
親
子
や
子
ど
も
同
士
で
、

遊
ん
だ
り
ふ
れ
あ
っ
た
り
で
き
る
公

園
や
広
場
と
し
て
、
大
堰
公
園
や
大

刀
洗
公
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

児
童
遊
園
内
の
児
童
遊
具
等
の
点
検

を
実
施
し
ま
し
た
。

な
お
、
17
年
度
の
目
標
設
定
事
業

（
５
事
業
）
の
進
捗
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

17
年
度
事
業
を
振
り
返
る
と
、
い

く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
数
値

目
標
を
掲
げ
な
が
ら
進
捗
率
０
％
の

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
乳

幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業

で
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
18
年
度
に
セ
ン
タ
ー
新
築

と
一
時
保
育
事
業
の
開
設
と
し
て
整

備
し
ま
し
た
。
乳
幼
児
健
康
支
援
一

時
預
か
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
受
入

れ
先
の
施
設
を
検
討
中
で
す
。ま
た
、

食
育
の
推
進
と
し
て
離
乳
食
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

子
ど
も
は
社
会
の
大
切
な
宝
で
あ

り
、
子
育
て
は
未
来
の
日
本
を
支
え

る
人
材
を
育
て
る
重
要
な
営
み
で
す
。

保
護
者
が
、
夢
を
抱
き
生
き
が
い
を

感
じ
な
が
ら
子
育
て
を
楽
し
み
、
子

供
た
ち
の
笑
顔
と
歓
声
が
こ
だ
ま
す

る
明
る
い
社
会
は
、
大
刀
洗
町
す
べ

て
の
人
た
ち
の
共
通
の
願
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
大
刀
洗
町
民
の
皆

様
と
、
子
育
て
中
の
家
庭
を
応
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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大
刀
洗
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
実
施
状
況
を
公
表

18
年
度
の
取
組

項　　　　目 進捗率 事業進捗状況の評価 Ｈ16年度 
の状況 

Ｈ17年度 
の目標 

Ｈ17年度 
の実績 

1 

2 

3 

4 

5 

0 

1 

1 

440 

4 

1 

2 

1 

467 

4 

17年度整備予定であったが 
18年度に変更 

17年度に本郷校区を開設 

受入れ先の確保が課題 

通常保育事業については、待機児 
童はない。ほぼ横ばいの状況 
核家族転入の増加。これに伴う入 
所希望者への増加に伴う対応。 

0 

2 

0 

438 

4 

0.0 

100.0 

0.0 

93.8 

100.0 

地域子育て支援センター 
実施施設数 

放課後児童健全育成事業 
実施施設数 

乳幼児健康支援一時預かり事業 
(施設型)　実施施設数 

通常保育事業 
利用児童数 

延長保育事業 
実施保育所数 

目標数値設定事業（5事業）



農地の賃貸借等の契約の申請を受け付けます

《貸し手》のメリット
貸した農地は、期限が来れば必ず返ってきます。
また、再設定をすることにより継続して貸すこともでき
ます。
《借り手》のメリット
農地を買わずに経営規模を拡大する事ができます。
利用権設定期間中は、安心して耕作ができます。
また、再設定をすることにより継続して借りることもで
きます。

3月１日～3月30日まで
原則として貸し手と借り手の両者がそろって役場
農業委員会に来て手続きをしてください。
また、平成19年5月末で利用権設定の期間が終了
する貸し手及び借り手の方には、役場から期間満了
の通知をしております。再設定をされる場合も農業
委員会にて手続きをしてください。
なお、申請された利用権設定は、５月の農業委員
会で審議され、平成19年６月１日からの設定になる
予定です。「農地を貸したい！」「農地を借りたい！」と考えてあ

る農家の方は、農業委員に相談してください。農業委
員が貸し手と借り手の仲介をします。
農地の売買をお考えの方もお気軽に相談してください。

※契約される場合、貸し手の申請者は所有者の方で
す。未相続等の農地は相続人全員の同意が必要です。

詳しいことは、地元の農業委員（広報たちあらい１月号参照）や農業委員会（内線１１３）にお尋ねください。
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利用権設定を受付けます

利用権設定の特色 申　請　手　続　き

１
月
27
日(

土)

第
49
回
九
州
地

区
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
に
お

い
て
、
四
ケ
所
啓
二
さ
ん
（
冨
多
）

が
九
州
地
区
体
育
指
導
委
員
功
労

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
四
ケ
所

さ
ん
は
勤
続
18
年
目
。
平
成
２
年

か
ら
は
委
員
長
と
し
て
町
の
体
育

指
導
委
員
会
を
ま
と
め
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
普
及
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
間
に
県
協
議
会
理

事
や
北
筑
後
地
区
会
長
を
歴
任
。

町
内
外
で
の
尽
力
に
よ
り
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
さ
ら

な
る
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

第
79
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
に

福
岡
県
か
ら
大
牟
田
高
校
が
選
ば

れ
出
場
し
ま
す
。
本
町
の
矢
田
翔

太
郎
君
（
１
年
、
西
大
刀
洗
区
）

が
選
手
登
録
さ
れ
て
お
り
、
甲
子

園
の
土
を
踏
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
九
州
大
会
で
は
、
惜
し
く
も

決
勝
で
熊
本
工
に
敗
れ
ま
し
た
。

九
州
か
ら
は
熊
本
工
、
小
城
、
鹿

児
島
商
、
21
世
紀
枠
で
都
城
泉
ヶ

丘
の
５
校
が
出
場
し
ま
す
。
矢
田

君
は
右
投
げ
右
打
ち
の
投
手
で
、

少
年
時
代
は
菊
池
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
３
月
15

日
に
抽
選
会
、
23
日
か
ら
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の

「
宙
船
」
の
曲
に
乗
っ
て
堂
々
の

入
場
行
進
、
そ
し
て
試
合
で
は
九

州
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

２
月
12
日(

月)

福
岡
武
道
場
に

お
い
て
第
22
回
男
子
、
第
14
回
福

岡
県
中
学
校
新
人
柔
道
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
６
地
区
か

ら
計
24
チ
ー
ム
が
出
場
。
男
女
と

も
筑
後
地
区
１
位
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。

男
子
は
、
予
選
２
試
合
と
も
５

対
０
、
準
々
決
勝
を
４
対
０
、
準

決
勝
・
決
勝
を
３
対
０
と
失
点
す

る
こ
と
な
く
圧
倒
的
な
強
さ
で
優

勝
し
ま
し
た
。

女
子
は
、
予
選
を
２
対
０
、
３

対
０
で
勝
利
。
準
々
決
勝
を
１
対

０
、準
決
勝
で
は
代
表
戦
で
勝
ち
、

い
よ
い
よ
決
勝
戦
へ
。
北
九
州
地

区
１
位
の
敬
愛
中
と
対
戦
で
し
た

が
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。
黒
岩

監
督
は
「
女
子
は
ベ
ス
ト
４
に
残

れ
れ
ば
御
の
字
、よ
く
頑
張
っ
た
。」

と
喜
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
夏
の
中

体
連
大
会
で
は
、
全
国
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

九
州
地
区
体
育
指
導
委
員

功
労
賞
を
受
賞

春
の
甲
子
園
へ
出
場

大
刀
洗
中
柔
道
部
、
県
大
会
で

男
子
優
勝
、
女
子
準
優
勝

功労賞を受賞した四ヶ所啓二氏

県大会に出場した11名の勇姿

甲子園でこの勇姿を
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まちのわだい 

まちかどトピックス まちかどトピックス まちかどトピックス 
１月12日(金)久留米地区青年農業者意見実績発表会で、本町４Ｈクラ
ブの平田洋助さん(中川）が優秀賞を受賞されました。「癒しの農業」と
いう題で、うつ病や引きこもりになってしまった友人が、農作業をとお
して四季を肌で感じ、元気を取り戻したという体験から感じた農業のも
つ偉大なる力を発表されました。また、レタス栽培で不自由なく育てて
くれた両親のように、今度は自分が様々な力を持つ農業で子供を育てて
いきたいと力強く述べられました。
本町の農業を担う青年のこれからの益々の活躍に期待します。

４Ｈクラブ員、意見発表の部優秀賞受賞

１月13日(土)北鵜木区で、地域のみなさんの健康と幸せを願って
左義長(どんど焼き)が行われました。早朝より青壮年部が竹やワラを
使って大きなやぐらを組んだり、皆さんに振る舞う豚汁やおでんを
仕込みました。午後５時30分の点火にあわせ、子供からお年寄りま
で正月に使ったしめ縄やお札を持って集まってきました。
今年の年男・年女によって点火されると、やぐらは大きな炎を上

げ、パンパンと竹がはじける音が威勢よく響きました。振舞酒やお
でん、豚汁をいただきながら、夜空を焦がす炎を眺め、今年一年の
健康や幸せを祈りました。消防団のご協力ありがとうございました。

北鵜木区の左義長

２月１日(木)海の星保育園の園児が、節分をまえに聖母園のお
じいちゃん・おばあちゃん達と豆まきをしました。
まず、先生から豆まきの絵本を読んでもらい、みんなで豆まき

の歌を歌いました。すると、先生扮する赤鬼青鬼がみんなの前に
登場し、「鬼は外」のかけ声のもと一斉に鬼にむかって豆まきをし
ました。鬼はたまらず退散していきました。これで、今年一年は
無病息災ですね。

保育所・園で節分の豆まき

１月25日(木)大堰小学校運動場で、青少年育成校区民会議に
よる凧あげがおこなわれました。当日は、凧あげにまずまずの
天気で、各自手作りの凧をあげました。足の長さ、補強やバラ
ンスなど大人と一緒に調整した凧は、風をうけ天高くあがりま
した。なかには、高さ３ｍにもなる大凧もあり、みんなで糸を
握り一斉に引いて運動場を駆け回りました。

天まであがれ、手作りの凧



４
月
１
日
か
ら
印
鑑
登
録
証
の

デ
ザ
イ
ン
が
今
ま
で
の
手
帳
式
か

ら
カ
ー
ド
式
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

従
来
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
使
用
で

き
ま
す
の
で
、
印
鑑
登
録
証
を
変

更
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
手
数
料
も
４
月
１
日
か

ら
変
更
に
な
り
ま
す
。
住
民
票
・

印
鑑
登
録
及
び
証
明
書
・
戸
籍
の

附
票
な
ど
が
３
０
０
円
に
な
り
ま

す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す問
合
せ
先

住
民
課
住
民
係

（
内
線
１
２
１
・
１
２
２
）

高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
を

狙
っ
た
悪
徳
商
法
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
本
町
で
も
、
訪
問
販
売
に

よ
り
高
額
の
布
団
類
を
購
入
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
被
害
の
報
告
が

あ
っ
て
い
ま
す
。

高
額
の
も
の
を
購
入
す
る
時
は
、

一
人
で
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
家
族

や
知
人
に
必
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
被
害
に
あ
っ
た
時
は
、

大
半
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
特

定
の
取
引
に
限
り
一
定
期
間
内
で

あ
れ
ば
契
約
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
る
）
制
度
で
の
対
処
と
な
り

ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

問
合
せ
先

久
留
米
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
３
０
・
７
７
０
０

三
井
消
防
署
管
内
小
学
４
年
生

か
ら
１，

０
７
２
点
の
作
品
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
本
町
か
ら
金
賞

１
点
、
銀
賞
５
点
、
佳
作
15
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
２
月
中
旬
に
各

学
校
へ
入
賞
者
を
通
知
し
て
あ
り

ま
す
。
入
賞
作
品
は
、
次
の
と
お

り
展
示
さ
れ
ま
す
。

会
場

ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

期
間

３
月
７
日(

水)

ま
で

日
時

４
月
21
日(

土)

午
後
１
時
〜
５
時
（
講
座
終
了

後
１
時
間
程
度
先
着
順
に
て
相

談
会
を
開
催
）

会
場

久
留
米
市
役
所
３
階

３
０
５
号
会
議
室

参
加
料

無
料

予
約
期
間

３
月
５
日(

月)

〜

４
月
６
日(

金)

予
約
受
付
先(

問
合
せ
先)

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
福
岡
事
務
局

1
０
９
２
・
７
３
８
・
１
６
６
６

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

性
別
に
よ
る
差
別
の
禁
止

女
性
に
対
す
る
差
別
の
禁
止

が
男
女
双
方
に
対
す
る
差
別
の

禁
止
に
変
わ
り
、
男
性
も
均
等

法
に
基
づ
く
調
停
な
ど
紛
争
の

解
決
援
助
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

間
接
差
別
の
禁
止

例
え
ば
身
長
・
体
重
・
体
力

等
ま
た
転
勤
等
を
採
用
要
件
と

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

妊
娠
・
出
産
を
理
由
と
す
る
不
利

益
取
扱
い
の
禁
止

労
基
法
に
よ
る
母
性
保
護
措

置
（
時
差
通
勤
、
深
夜
業
免
除

等
）
を
受
け
た
こ
と
な
ど
を
理

由
と
す
る
解
雇
・
不
利
益
取
扱

い
を
禁
止
し
ま
し
た
。

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

男
性
も
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

福
岡
労
働
局
雇
用
均
等
室

1
０
９
２
・
４
１
１
・
４
８
９
４

日
時

３
月
27
日(

火)

受
付
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場

久
留
米
総
合
庁
舎
４
階

第
１
会
議
室(

久
留
米
市
合
川
町

１
６
４
２
・
１)

受
付
内
容

・
旧
軍
人
等
の
恩
給

・
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護

・
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
援

護
・
そ
の
他
援
護
業
務
全
般
（
補
装

具
の
受
付
業
務
は
除
く
）

※
補
装
具
に
つ
い
て
は
、
直
接
国

保
・
援
護
課
援
護
係
（
1
０
９

２
・
６
４
３
・
３
３
０
１
）
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

福
岡
県
保
健
福
祉
部

国
保
・
援
護
課

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
２

利
用
者
募
集

脳
卒
中
や
事
故
等
の
後
遺
症
で

障
害
が
残
っ
た
方
を
対
象
に
、
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語

療
法
士
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
機

能
回
復
訓
練
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

入
所
と
通
所
利
用
が
あ
り
、
入
所

の
場
合
は
概
ね
２
年
間
の
訓
練
が

可
能
で
す
。
障
害
者
自
立
支
援
法

の
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
、
当
セ
ン
タ

ー
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

福
岡
県
身
体
障
害
者

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

(

古
賀
市
千
鳥
３
丁
目
１
番
１
号)

1
０
９
２
・
９
４
４
・
１
０
４
１

高
次
脳
機
能
障
害
者
専
門
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
開
設

交
通
事
故
や
脳
卒
中
な
ど
の
後

遺
症
で
、
記
憶
力
や
注
意
力
の
低

下
、
性
格
変
化
等
の
高
次
脳
障
害

が
見
ら
れ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は

県
か
ら
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
事

業
を
委
託
さ
れ
、
高
次
脳
機
能
障

害
者
へ
の
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

家
庭
で
抱
え
込
ま
ず
に
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

1
０
９
２
・
９
４
４
・
２
０
１
１
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印
鑑
登
録
証
の

デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
り
ま
す

平
成
18
年
度
援
護
業
務

移
動
相
談
の
開
催

高
額
の
契
約
は
慎
重
に

防
火
図
優
秀
作
品
の
展
示

一
般
向
け
成
年
後
見
講
座

平
成
19
年
４
月
１
日

改
正
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
が
ス
タ
ー
ト

福
岡
県
身
体
障
害
者

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
案
内



福
岡
県
で
は
、
目
の
不
自
由
な

方
の
た
め
に
、
納
税
通
知
書
を
送

付
す
る
と
き
に
点
字
の
お
知
ら
せ

を
同
封
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
税
金
は
、

「
自
動
車
税
」
と
「
個
人
事
業
税
」

で
す
。
お
知
ら
せ
す
る
内
容
は
、

「
税
金
の
種
類
」、「
納
税
通
知
書

番
号
」、「
納
期
限
」、「
税
額
」、

「
問
合
せ
先
」
で
す
。

ま
た
、
封
筒
に
も
「
納
税
通
知

書
在
中
」
と
点
字
で
表
示
さ
れ
た

シ
ー
ル
を
貼
り
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
新
し
く
希
望

さ
れ
る
方
は
、
県
庁
税
務
課
企
画

係
（
1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
０

６
３
）
ま
で
お
電
話
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
３
月
末
日
ま
で
に
ご

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
平
成
19

年
度
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
時

３
月
29
日(

木)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

久
留
米
総
合
庁
舎

４
階
会
議
室

内
容

神
経
線
維
腫
症
患
者
と
家

族
同
士
の
情
報
交
換
及
び
交
流

会
。
助
言
者
と
し
て
、
医
師
が

参
加
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

神
経
線
維
腫
症
患
者
及

び
そ
の
家
族
に
限
り
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
FAX
で
。

申
込
締
切

３
月
23
日(

金)

申
込
先

久
留
米
保
険
福
祉
環
境

事
務
所
　
健
康
増
進
係

1
３
０
・
１
０
４
９

FAX
３
８
・
０
６
８
０

福
岡
市
で
は
、
家
庭
な
ど
か
ら

出
る
下
水
を
発
酵
・
殺
菌
処
理
し
、

肥
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

有
機
物
や
石
灰
を
た
く
さ
ん
含

ん
だ
有
機
質
土
壌
改
良
材
で
、
元

肥
と
し
て
１
袋
（
10
㎏
入
り
）
で

約
30
㎡
に
他
の
配
合
肥
料
と
混
ぜ

て
使
い
ま
す
。

価
格

１
セ
ッ
ト
500
円（
10
㎏
入

り
２
袋
、配
送
料
・
消
費
税
込
み
）

配
送
時
期

申
込
後
、
２
週
間
程

度
申
込
み
先

（
財
）
福
岡
市
下
水

道
資
源
セ
ン
タ
ー

1
０
１
２
０
・
８
０
３
・
８
０
４

（
月
〜
土
曜
日
の
９
時
〜
17
時
）

FAX
０
９
２
・
８
０
７
・
５
０
４
４

こ
の
奨
学
金
は
、
小
郡
市
在
住

の
井
手
宗
夫
氏
か
ら
の
寄
付
金
に

基
づ
く
学
資
金
（
奨
学
金
）
で
す
。

平
成
13
年
度
か
ら
10
年
間
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
高
等
学
校
等

の
修
学
困
難
な
者
に
対
し
て
、
資

金
的
な
援
助
を
し
、
修
学
の
途
を

開
き
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

奨
学
金
の
給
付
額
及
び
期
間

・
奨
学
金
は
、
一
人
当
た
り
年
額

10
万
円
。

・
毎
年
、
10
人
を
認
定
予
定
。

・
給
付
期
間
は
、
高
等
学
校
等
に

入
学
し
た
年
度
の
１
年
間
（
６

月
と
11
月
に
分
け
て
、
高
等
学

校
等
の
在
学
を
確
認
の
う
え
給

付
）。

・
貸
与
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

特
別
な
場
合
を
除
き
返
還
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

奨
学
生
の
資
格

・
大
刀
洗
町
に
住
所
（
本
年
３
月

１
日
現
在
）
を
有
し
、
引
き
続

き
居
住
し
て
い
る
者

・
高
等
学
校
等
に
入
学
し
た
者

で
、
卒
業
し
た
中
学
校
の
校
長

が
証
明
す
る
調
査
書
に
よ
り
優

れ
た
生
徒
又
は
学
生
と
判
断
さ

れ
る
者

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
が

困
難
で
あ
る
者

申
込
期
間
・
方
法

３
月
５
日(

月)

か
ら
関
係
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
。
４
月
２
日

(

月)

〜
４
月
27
日(

金)

ま
で
に
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定

選
考
委
員
会
に
お
い
て
認

定
し
ま
す
。

問
合
せ
先

大
刀
洗
町
教
育
委
員

会
　
学
校
教
育
課

1
７
７
・
２
６
７
０

試
験
の
種
類

・
裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅰ
種
試
験

・
裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅱ
種
試
験

・
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
採
用
Ⅰ

種
試
験

受
付
期
間

４
月
２
日(

月)

〜

４
月
16
日(

月)

第
１
次
試
験

５
月
27
日(

日)

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
の
方

※
受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書

は
、
最
寄
り
の
裁
判
所
で
配
布

し
ま
す
。

問
合
せ
先

福
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
人
事
課

1
０
９
２
・
７
８
１
・
３
１
４
１

（
内
線
３
１
５
９
〜
３
１
６
１
）

最
高
裁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttp
://w
w
w
.co
u
rts.go

.jp
/

期
日

３
月
21
日(

水
・
祝)

会
場

小
郡
運
動
公
園
内

陸
上
競
技
場
西
側
広
場

約
２
０
０
も
の
ブ
ー
ス
が
並

び
、
趣
味
で
作
っ
た
も
の
、
家
庭

か
ら
の
用
品
な
ど
が
展
示
販
売
さ

れ
ま
す
。
売
り
手
と
交
渉
し
、
手

頃
な
価
格
で
買
っ
て
い
く
風
景
が

見
ら
れ
ま
す
。
掘
り
出
し
物
が
見

つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

七
夕
市
実
行
委
員
会

事
務
局(

商
工
・
企
業
立
地
課
内)

1
７
２
・
２
１
１
１

期
日

３
月
21
日(

水
・
祝)

会
場

い
そ
の
さ
わ
酒
造
お
よ
び

そ
の
周
辺（
JR
う
き
は
駅
南
側
）

酒
蔵
見
学
、
新
酒
の
試
飲
、
特

産
品
販
売
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

お
楽
し
み
福
引
な
ど
の
催
し
盛
り

だ
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

う
き
は
市
商
工
観
光

課
1
０
９
４
３
・
７
７
・
２
１
１
１

FAX
０
９
４
３
・
７
７
・
７
８
２
０

23 H19.３ 広報たちあらい

納
税
通
知
書
の
内
容
を

点
字
で
お
知
ら
せ

お
届
け
し
ま
す

「
博
多
の
び
の
び
」

神
経
線
維
腫
症

患
者
・
家
族
の
集
い

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

酒
楽
祭

（
う
き
は
の
酒
蔵
開
き
）

平
成
19
年
度
大
刀
洗
町

奨
学
金
奨
学
生
募
集

ち
く
ご
路
か
わ
ら
版

〝
ち
く
ご
遊
学
〞

http://www.kttnet.co.jp/kurum
e-koiki/

七
夕
市
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
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●
申
込
先
●

３
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

（
締
切
前
月
の
10
日
ぐ
ら
い
ま
で
）

1
７
７
・
０
１
０
１
　
企
画
財
政
課

H19.3 24

3毎月 第３日曜日 

●家族みんなが顔をそろえよう 

●子どもの意見や考えを聞く 

　ようにしよう 

●家族みんなでスポーツやレク 

　レーションをしよう 

●家庭を離れている家族と連絡を取りあおう 

●子どものしつけや方法について考えよう 

家庭の日 家庭の日 家庭の日 

納税納付には便利な口座振替 
をご利用ください。 
今月の口座振替は、 
　　　　　　28日（水）です。 

3月の税(料)

保育料  3月分 

町営住宅使用料  3月分 

大刀洗町役場　健康福祉課 
建　設　課 

◆
■
◆
編
集
後
記
◆
■
◆

食
事
の
挨
拶
「
い
た
だ
き
ま
す
」。
こ
の
言
葉
に
、
ど
ん
な

意
味
が
あ
る
か
ご
存
じ
で
す
よ
ね
。
そ
う
、
家
庭
や
お
店
、
学

校
な
ど
で
食
事
を
作
っ
て
く
れ
た
方
へ
の
感
謝
で
す
ね
。
そ
れ

と
、
私
達
人
間
が
生
き
て
い
く
為
に
、
食
材
と
な
っ
て
く
れ
た

牛
や
豚
、
鶏
、
野
菜
な
ど
の
「
命
」
に
対
す
る
感
謝
で
す
よ
ね
。

Ｊ
Ａ
の
家
庭
雑
誌
「
家
の
光
」
３
月
号
の
連
載
マ
ン
ガ
に
、
こ

れ
と
同
じ
よ
う
な
主
旨
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

幼
少
の
頃
の
お
盆
や
正
月
の
前
、
が
め
煮
用
に
と
飼
っ
て
い

る
鶏
を
父
が
庭
で
絞
め
解
体
す
る
の
を
横
で
見
て
い
ま
し
た
。

父
か
ら
肝
を
も
ら
い
、
七
輪
で
焼
い
て
兄
弟
で
食
べ
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。
庭
に
は
二
羽
に
わ
と
り
が
い
る
光
景
を
見
か
け

な
く
な
り
ま
し
た
ね
。

平

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

香
典
返
し
（
敬
称
略
）

久
保
山
　
清
（
下
高
橋
）

亡
母
　
久
保
山
　
シ
ヅ
ヱ

後
藤
　
一
馬
（
高
樋
）

亡
妻
　
後
藤
　
ミ
ツ
カ

黒
岩
　
正
（
鵜
木
）

亡
母
　
黒
岩
　
ユ
キ
ノ

棚
町
　
フ
ク
エ
（
山
隈
）

亡
夫
　
棚
町
　
兼
雄

平
田
　
マ
ツ
エ
（
稲
数
）

亡
夫
　
平
田
　
倉
利

山
下
　
富
清
（
東
本
郷
）

亡
妻
　
山
下
　
イ
ツ

中
垣
　
健
（
春
日
）

亡
母
　
中
垣
　
ス
ヱ
ノ

戸
町
　
シ
ゲ
ミ
（
甲
条
）

亡
夫
　
戸
町
　
三
郎

山
口
　
九
州
男
（
冨
多
）

亡
妻
　
山
口
　
ミ
ユ
キ

平
田
　
土
博
（
栄
田
）

亡
母
　
平
田
　
シ
ケ
ノ

棚
町
　
孝
幸
（
下
高
橋
）

亡
母
　
棚
町
　
キ
ミ
コ

森
田
　
勝
典
（
東
本
郷
）

亡
父
　
森
田
　
矢
四
郎

田
原
　
政
吉
（
高
樋
）

亡
子
　
田
原
　
聡

矢
野
　
輝
子
（
高
食
）

亡
母
　
矢
野
　
ハ
ツ
ミ

★好きな食べ物　ポテト
★好きな人　ムネリン

リュウ君（犬）

楢
なら

崎
ざき

美
み

咲
さき

ちゃん（山隈）

平成17年3月21日生（Ｂ型）

★好きな食べ物　バナナ
★ﾁｬｰﾑﾎﾟｲﾝﾄ 福耳

井
いの

上
うえ

禅
ぜん

登
と

くん（甲条）

平成18年3月9日生（Ｂ型）
★好きな人　優介お兄ちゃん
★ﾁｬｰﾑﾎﾟｲﾝﾄ マイペースな性格

中
なか

原
はら

心
ここ

美
み

ちゃん（山隈）

平成18年3月25日生（Ｏ型）
★好きな人　翔和お兄ちゃん
★ﾁｬｰﾑﾎﾟｲﾝﾄ クルクルの髪の毛

岩
いわ

下
した

遙
はる

華
か

ちゃん（北山隈）

平成18年3月19日生

★好きな食べ物　なんでも好き
★特技　お姉ちゃんのまね

おしゃべり

宮
みや

野
の

ジュリアちゃん（北鵜木）
平成17年3月5日生（Ｂ型）

★好きな人　侑華、
聖奈お姉ちゃん

★ﾁｬｰﾑﾎﾟｲﾝﾄ 大きな目

中
なか

野
の

心
ここ

海
み

ちゃん（西大刀洗）

平成18年3月5日生
★ﾁｬｰﾑﾎﾟｲﾝﾄ カールしたまつげ
★特技　ばんざい

仲
なか

山
やま

晴
はる

道
みち

くん（北鵜木）

平成18年3月7日生

★好きな食べ物　みかん
★好きな人　ねぇね

�
とく

田
だ

空
そら

くん（山隈）

平成17年3月23日生（AB型）
★好きな食べ物　りんご

みかん
★好きな人　パパ

佐
さ

田
だ

拓
たく

海
み

くん（冨多）

平成17年3月16日生（Ａ型）
★好きな食べ物　イチゴ
★ﾁｬｰﾑﾎﾟｲﾝﾄ 右のえくぼ

浦
うら

日
ひ

菜
な

花
か

ちゃん（北山隈）

平成18年3月16日（Ｏ型）
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